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宇土の雨乞い大太鼓が
国の重要有形民俗文化財に

特集



日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday

2/26 
宇土市消防団消防点検

　8:30∼ 宇土市防災センター
当福田医院 （内/小）
　☎（22）0002 本町3丁目
当上野小児科医院（小）
　☎（22）0324 城之浦町

2/27 
図書館休館（3/9まで） P34

2/28 
うと学資料室利用相談日 P29

　13:00∼17:00 文化課内うと学資料室
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

1 資源ごみ収集日
粟嶋神社春季大祭

　　　　　（〜3日まで） P25

5 
当吉窪内科放射線科医院（内）
　 ☎（22）3203 入地町
当やまもと泌尿器科クリニック（泌/性）
　☎（58）1411南段原町

6 
議会 開会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
電動アシスト自転車講習会

　10:00∼ 市民体育館

7
議会 特別委員会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

8
議会 代表質問・一般質問 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
行政相談 P23

　10:00∼15:00 防災棟会議室

12
当近藤クリニック（内/消/外）
　☎（23）5558 松山町　
当むらかみ眼科クリニック（眼）
　☎（22）6600 南段原町
 

13
議会 常任委員会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
健 3カ月児健診（Ｈ28.11生） P32
　9:15∼ 保健センター

14
議会 常任委員会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
うと学資料室利用相談日 P29

　13:00∼17:00 文化課内うと学資料室
健 6カ月児健診（Ｈ28.8生）　P32
　13：00 保健センター

地域職業相談室（出張相談） P22
　10:00∼16:00 防災棟会議室

15
議会 常任委員会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
健  幼児歯科教室（Ｈ27.11生）P32
　  9:00 保健センター

19 
潮風マルシェin宇土マリーナ P25

　10：00∼16:00 宇土マリーナ芝生広場
当みどりかわクリニック（内/小）
　☎（22）1171 野鶴町
当草場医院（耳）
　☎（23）5851 松原町

 

20 春分の日
当宇土中央クリニック（内）
　☎（22）1600 浦田町　
当田山産科婦人科医院（産/婦）
　☎（22）5522 入地町　

21
市役所事務室・窓口一部移転 P15
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

22
議会 閉会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
行政相談 P23

　10:00∼15:00 防災棟会議室
グループわかば作陶展 P25

　市民会館ギャラリー
　（〜27日まで）

26
市役所休日開庁 P14

　8:30∼17:15 市役所仮設庁舎
ごみ日曜特別受入 P15

　宇土清掃センター/緒方清掃
当七川医院（外/消）
　☎（22）0555 浦田町　　
当もろが整形外科医院（整）
　☎（23）2341 旭町

27 28
うと学資料室利用相談日 P29

　13:00∼17:00 文化課内うと学資料室
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

29
つどいの広場 子育て講座 P17

　10:00∼11:00 児童センター音楽室

4/2
市役所休日開庁 P14

　8:30∼17:15 市役所仮設庁舎
当松田内科循環器科クリニック（内/循）
　☎（23）6555 三拾町　
当くまもと心療病院（精/神）
　☎（22）1081 松山町

4/3
市役所事務室・窓口一部移転 P15

4/4 4/5

Contents 目  次

4 宇土の雨乞い大太鼓が
国の重要有形民俗文化財に

8 3 月 1 日からコンビニ交付
が始まります

10 防災行政無線がデジタルへ移行

12 宇土市独自義援金の申請受付を開始
熊本地震義援金の申請を受付中 他

13
みなし仮説住宅の申請は 3/31 まで
住宅の応急修理の申請は 4/13 まで
震災ごみの特別受入を再開

14
り災証明書・被害認定調査の
申請は 4/28 まで
市役所窓口の休日開庁

15
大気中の微小粒子状物質（ＰＭ２．５）
市役所の事務室・窓口を一部移転
ごみの日曜特別受入を実施

16
市外の認可外保育所を利用されている方へ
小規模特認校制度
太鼓教室の受講生を募集

17 児童センターサークル生を募集 他

18
固定資産税課税台帳の縦覧・閲覧
宇城警察署だより
消費者トラブル注意報 

19 くらし情報

24 市民のひろば

26 うとのできごと

29 温故知新～うと学だより～

30 発達に違いのある子どもたち

31 知っておきたい国民年金 他

32 保健センターだより

34 図書館だより

35 情報公開 公共工事等入札結果 他

36
宇土市議会 会期日程
データで見る宇土市
香典返し 他

37 元樹だより
レポート地域おこし協力隊

38 ハッピーバースデー
今月のレシピ

3
H29　March

木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

2 
年金相談（無料・要予約） P31　　

　10:00∼15:00 保健センター
健 1歳6カ月児健診（H27.8生） P32
　13:00 保健センター

地域職業相談室（出張相談） P22
　10:00∼16:00 防災棟会議室

3 4
住みよい地域づくり研修会

　10:00∼11:30 市民会館2階大会議室

9
議会 一般質問 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
健 2歳児歯科健診（H27.2生） P32
　9:00 保健センター

地域職業相談室（出張相談） P22
　10:00∼16:00 防災棟会議室

10
議会 一般質問 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室

11 市立中学校卒業式
人形劇公演 P17

　10:00∼ 花園コミュニティセンター

16
人権相談 P23

　13:00∼16:00 宇土合同庁舎
年金相談（無料・要予約）P31

　10:00∼15:00 保健センター
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

17 18
菌ちゃん先生講演会 P24

　10:00∼ 市民会館大会議室
熊本県青年塾 温知館講座 P24

　14:00∼ 市民会館大会議室

23 市立小学校卒業式
司法書士無料相談（要予約）　P23

　13:00∼16:00 市民体育館内
 健  3歳児健診（Ｈ26.2生） P32
　　　13:00 保健センター
　　  地域職業相談室
　　　　  （出張相談） P22
　　　　 10:00∼16:00
　　　  防災棟会議室

24 25

30 
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

31 4/1
市役所休日開庁 P14

　8:30∼17:15 市役所仮設庁舎

4/6
健 1歳6カ月児健診（H27.9生）P32
　 13:00∼  保健センター

年金相談（無料・要予約） P31
　10:00∼15:00 防災棟会議室

4/7 4/8 

今月の表紙
宇土雨乞い大太鼓 26基
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日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday

2/26 
宇土市消防団消防点検

　8:30∼ 宇土市防災センター
当福田医院 （内/小）
　☎（22）0002 本町3丁目
当上野小児科医院（小）
　☎（22）0324 城之浦町

2/27 
図書館休館（3/9まで） P34

2/28 
うと学資料室利用相談日 P29

　13:00∼17:00 文化課内うと学資料室
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

1 資源ごみ収集日
粟嶋神社春季大祭

　　　　　（〜3日まで） P25

5 
当吉窪内科放射線科医院（内）
　 ☎（22）3203 入地町
当やまもと泌尿器科クリニック（泌/性）
　☎（58）1411南段原町

6 
議会 開会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
電動アシスト自転車講習会

　10:00∼ 市民体育館

7
議会 特別委員会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

8
議会 代表質問・一般質問 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
行政相談 P23

　10:00∼15:00 防災棟会議室

12
当近藤クリニック（内/消/外）
　☎（23）5558 松山町　
当むらかみ眼科クリニック（眼）
　☎（22）6600 南段原町
 

13
議会 常任委員会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
健 3カ月児健診（Ｈ28.11生） P32
　9:15∼ 保健センター

14
議会 常任委員会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
うと学資料室利用相談日 P29

　13:00∼17:00 文化課内うと学資料室
健 6カ月児健診（Ｈ28.8生）　P32
　13：00 保健センター

地域職業相談室（出張相談） P22
　10:00∼16:00 防災棟会議室

15
議会 常任委員会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
健  幼児歯科教室（Ｈ27.11生）P32
　  9:00 保健センター

19 
潮風マルシェin宇土マリーナ P25

　10：00∼16:00 宇土マリーナ芝生広場
当みどりかわクリニック（内/小）
　☎（22）1171 野鶴町
当草場医院（耳）
　☎（23）5851 松原町

 

20 春分の日
当宇土中央クリニック（内）
　☎（22）1600 浦田町　
当田山産科婦人科医院（産/婦）
　☎（22）5522 入地町　

21
市役所事務室・窓口一部移転 P15
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

22
議会 閉会 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
行政相談 P23

　10:00∼15:00 防災棟会議室
グループわかば作陶展 P25

　市民会館ギャラリー
　（〜27日まで）

26
市役所休日開庁 P14

　8:30∼17:15 市役所仮設庁舎
ごみ日曜特別受入 P15

　宇土清掃センター/緒方清掃
当七川医院（外/消）
　☎（22）0555 浦田町　　
当もろが整形外科医院（整）
　☎（23）2341 旭町

27 28
うと学資料室利用相談日 P29

　13:00∼17:00 文化課内うと学資料室
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

29
つどいの広場 子育て講座 P17

　10:00∼11:00 児童センター音楽室

4/2
市役所休日開庁 P14

　8:30∼17:15 市役所仮設庁舎
当松田内科循環器科クリニック（内/循）
　☎（23）6555 三拾町　
当くまもと心療病院（精/神）
　☎（22）1081 松山町

4/3
市役所事務室・窓口一部移転 P15

4/4 4/5

木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

2 
年金相談（無料・要予約） P31　　

　10:00∼15:00 保健センター
健 1歳6カ月児健診（H27.8生） P32
　13:00 保健センター

地域職業相談室（出張相談） P22
　10:00∼16:00 防災棟会議室

3 4
住みよい地域づくり研修会

　10:00∼11:30 市民会館2階大会議室

9
議会 一般質問 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室
健 2歳児歯科健診（H27.2生） P32
　9:00 保健センター

地域職業相談室（出張相談） P22
　10:00∼16:00 防災棟会議室

10
議会 一般質問 P36

　10：00∼ 仮設庁舎2F会議室

11 市立中学校卒業式
人形劇公演 P17

　10:00∼ 花園コミュニティセンター

16
人権相談 P23

　13:00∼16:00 宇土合同庁舎
年金相談（無料・要予約）P31

　10:00∼15:00 保健センター
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

17 18
菌ちゃん先生講演会 P24

　10:00∼ 市民会館大会議室
熊本県青年塾 温知館講座 P24

　14:00∼ 市民会館大会議室

23 市立小学校卒業式
司法書士無料相談（要予約）　P23

　13:00∼16:00 市民体育館内
 健  3歳児健診（Ｈ26.2生） P32
　　　13:00 保健センター
　　  地域職業相談室
　　　　  （出張相談） P22
　　　　 10:00∼16:00
　　　  防災棟会議室

24 25

30 
地域職業相談室（出張相談） P22

　10:00∼16:00 防災棟会議室

31 4/1
市役所休日開庁 P14

　8:30∼17:15 市役所仮設庁舎

4/6
健 1歳6カ月児健診（H27.9生）P32
　 13:00∼  保健センター

年金相談（無料・要予約） P31
　10:00∼15:00 防災棟会議室

4/7 4/8 

【当当番医】（診療時間：午前 9 時～午後 5 時）
＊当番医は変更になる場合があります。

「くまもと医療ナビ」のホームページまたは , 宇城
広域連合消防署 ☎（22）0554でご確認ください。

14：53 15：31 16：09

18：45

御輿来海岸見頃マーク
※マークの時刻は見ごろの時刻です。

見ごろ 夕日と重なり見ごろ

15：56

15：4815：13

17：05

16：49

住民税申告相談
期間（3/15まで）

16：31

うと日曜朝市

うと日曜朝市

うと日曜朝市

うと日曜朝市

うと日曜朝市

うと日曜朝市　　　　　　　　= 朝市開催日
開催時間：午前 6 時～ 7 時頃
開催場所：市民会館駐車場

16：20

〈3〉◆2017/3◆広報うと



宇
土
の
宝
か
ら
日
本
の
宝
へ

宇
土
の
雨
乞
い
大
太
鼓

　
１
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
国
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、「
宇
土
の

雨
乞
い
大
太
鼓
附
（
つ
け
た
り
）
関
連
資
料
」
を
国
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
事
務
手
続
き
を
経
て
、
正
式
に
国
指
定
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　
雨
乞
い
大
太
鼓
の
国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
指
定
は
全
国
初
で
あ

り
、
熊
本
県
の
文
化
財
が
国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。�

 

文
化
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文
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文
化
財
の
指
定
名
称

国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

「
宇
土
の
雨
乞
い
大
太
鼓
附
関
連
資
料
」

点
数

雨
乞
い
大
太
鼓

　29
基

関
連
資
料

　28
点

宇
土
の
雨
乞
い
大
太
鼓
の
概
要

　
宇
土
市
で
は
、
夏
の
干
天
時
の
雨
乞
い

を
始
め
、
田
植
え
後
の
サ
ナ
ブ
リ
や
八
朔

の
豊
年
祭
り
な
ど
の
際
に
、
大
太
鼓
を
担

ぎ
出
し
て
叩
き
、
降
雨
や
豊
作
を
祈
願
す

る
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
行
事
は
、
戦
後
の
社
会
変
動
の
中

で
多
く
が
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
な
お
市
内
に
は
29
基
の
雨
乞
い
大

太
鼓
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
雨
乞
い
大
太
鼓
に
は
、
長
胴
太
鼓
と
ド

ラ
太
鼓
の
二
種
が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
、

ケ
ヤ
キ
の
大
木
を
く
り
貫
い
て
作
ら
れ
た

も
の
で
、
面
径
が
１
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の
も
多
く
、

江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代

初
期
に
か
け

て
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
長
胴
太
鼓

は
、
26
基
残

さ
れ
て
い
ま

す
。
太
鼓
車
と
呼
ば
れ
る
台
車
に
載
せ
た

り
、
担
い
棒
に
く
く
り
付
け
て
担
ぎ
、
横

か
ら
叩
く
太
鼓
で
す
。
宇
土
の
雨
乞
い
大

太
鼓
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
「
木き
ぼ
し星
」
と

呼
ば
れ
る
多
面
体
の
飾
り
が
太
鼓
の
両
縁

に
付
き
ま
す
。
3
基
残
さ
れ
て
い
る
ド
ラ

太
鼓
は
、
円
形
の
枠
が
付
い
た
台
車
に
載

せ
て
、
上
か
ら
叩
く
太
鼓
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
大
太
鼓
の
ほ
か
に
、
太
鼓
の

胴
に
掛
け
る
油ゆ
た
ん単
と
呼
ば
れ
る
布
や
太
鼓

の
バ
チ
、
担
い
棒
や
鉦か
ね
や
笛
、
太
鼓
の
張

替
え
の
記
録
が
分
か
る
古
文
書
な
ど
も
関

連
資
料
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大太鼓 29基とともに附（つけたり）指定された関連資料

宇土雨乞い大太鼓保存会の皆さん

長胴太鼓

ドラ太鼓

№ 1
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宇
土
の
雨
乞
い
大
太
鼓
の
特
色

　
宇
土
市
に
は
、
雨
乞
い
の
共
同
祈
願
や

農
耕
儀
礼
で
使
用
さ
れ
た
巨
大
な
太
鼓

が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
熊
本

県
下
で
は
、
大
き
な
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す

雨
乞
い
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
戦
後
多
く
が
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。
　

そ
の
よ
う
な
中
、
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て

い
る
宇
土
市
の
雨
乞
い
大
太
鼓
は
、
全
国

的
に
見
て
も
他
に
類
例
の
な
い
資
料
群
で

す
。
民
俗
行
事
に
使
用
さ
れ
た
太
鼓
の
形

態
や
使
用
法
を
は
じ
め
、
我
が
国
に
お
け

る
農
耕
儀
礼
や
年
中
行
事
の
地
域
差
、
変

遷
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
群
で
す
。

　
長
胴
太
鼓
の
う
ち
、
椿
原
地
区
の
も
の

が
最
も
大
き
く
、
面
径
１
３
０
㎝
、
胴
周

５
１
３
㎝
、胴
長
２
０
７
㎝
で
す
。
な
お
、

面
径
で
最
も
大
き
い
の
は
笹
原
地
区
の
も

の
で
１
３
２
㎝
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ド

ラ
太
鼓
で
は
、
栗
崎
地
区
の
も
の
が
最
も

大
き
く
、
面
径
１
２
３
㎝
、
胴
周
４
２
５

㎝
、
胴
長
85
㎝
で
す
。

木
星

　
宇
土
の
長
胴
太
鼓
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
、
周
縁
に
「
木
星
」
と
呼
ば
れ
る
14
面

体
の
飾
り
が
片
方
に
24
か
ら
37
個
ず
つ
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

鉄
製
の
鋲び
ょ
うで
太
鼓
の
皮
を
留
め
る
よ
う
に

な
る
以
前
は
、
木
製
の
尖
っ
た
楔く
さ
びで
皮
を

固
定
し
て
い
ま
し
た
。
鋲
が
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
昔
の
名
残
と
し

て
残
さ
れ
、
次
第
に
装
飾
化
し
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

答
申
当
日

　
国
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
答
申
が
出

さ
れ
た
１
月
27
日
、
宇
土
市
大
太
鼓
収
蔵

館
で
報
道
機
関
に
向
け
た
記
者
発
表
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
元
松
市
長
は
「
実
際

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
文
化
財
は
め
っ

た
に
な
い
。
本
市
の
魅
力
や
文
化
を
発
信

す
る
た
め
、
太
鼓
を
積
極
的
に
活
用
し
た

取
組
を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
午
後
６
時
か
ら
は
、
宇
土

雨
乞
い
大
太
鼓
保
存
会
が
各
地
区
の
大
太

鼓
保
存
会
に
向
け
た
報
告
会
を
関
催
し
、

指
定
ま
で
の
経
緯
や
今
回
の
指
定
内
容
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
長
年
太
鼓
の
保
存
と
普
及
活
動
に
携

わ
っ
て
き
た
宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
保
存
会

の
中
村
進
会
長
は
「
保
存
活
動
を
始
め
た

30
年
前
を
振
り
返
る
と
、
今
回
の
指
定
は

大
変
光
栄
な
こ
と
。
今
後
は
後
継
者
育
成

と
太
鼓
の
活
用
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
」と
喜
び
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
保
存
会
青
年
部

（
天
響
太
鼓
）
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
祝
福

の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
後
、
く
す
玉
が
割

ら
れ
歴
史
的
な
１
日
を
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。

14 面体の木星 平成 3年の椿原雨乞い祭り 昭和初期の椿原雨乞い祭り
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宇土大太鼓フェスティバルのようす

大太鼓収蔵館（外観）大太鼓収蔵館（内観） 雨乞い大太鼓の演奏

小
泉
八
雲
も
見
た
宇
土
の
太
鼓

　
明
治
24
年（
１
８
９
１
）か
ら
3
年
間
、

熊
本
の
第
五
高
等
学
校
（
現
熊
本
大
学
）

に
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
小
泉

八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
が
、

明
治
26
年
の
夏
休
み
に
長
崎
へ
旅
行
し
、

三
角（
現
宇
城
市
）か
ら
熊
本
へ
の
帰
途
、

道
中
で
の
思
い
出
を
記
し
た
「
夏
の
日
の

夢
」
と
い
う
作
品
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
宇
土
半
島
の
海
沿
い
を
人

力
車
に
乗
っ
て
帰
る
ハ
ー
ン
は
、
裸
の
男

が
納
屋
で
太
鼓
を
叩
く
姿
や
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
太
鼓
を
目
に
し
、
太
鼓
を
叩
く
音
が

あ
ち
こ
ち
の
村
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
と
書

い
て
い
ま
す
。

「
ア
レ
ハ
何
デ
ス
カ
？
」

　
不
思
議
に
思
う
ハ
ー
ン
が
人
力
車
を
引

く
車
夫
に
尋
ね
る
と
、
車
夫
は
「
雨
乞
い

太
鼓
の
音
で
す
。
こ
の
時
期
は
ど
こ
で
も

や
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

宇
土
大
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
今
や
「
宇
土
地
蔵
ま
つ
り
」
と
並
ぶ
夏

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
「
宇
土
大

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
昭
和
61
年

（
１
９
８
６
）
に
各
地
区
に
残
る
大
太
鼓

の
復
活
に
伴
い
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
地

域
活
性
化
を
目
指
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
全
国
に
誇
れ
る
大
太
鼓
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
民
間
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
毎
年
8
月
第
1
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
各
地
区
保
存
会

に
よ
る
市
中
パ
レ
ー
ド
や
大
太
鼓
の
競
演

が
お
こ
な
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
の
多
く
の

見
物
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

宇
土
市
大
太
鼓
収
蔵
館

　
宇
土
市
に
残
さ
れ
て
い
る
雨
乞
い
大
太

鼓
は
、
当
時
の
村
々
が
豊
作
を
祈
る
「
雨

乞
い
」
や
「
虫
追
い
」
な
ど
の
行
事
の
た

め
に
所
有
し
て
い
た
も
の
で
す
。
戦
後
の

急
速
な
経
済
成
長
の
な
か
、
祭
り
の
主
役

を
務
め
た
大
太
鼓
も
、
神
社
や
公
民
館
の

片
隅
に
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
放
置
さ

れ
、あ
る
も
の
は
朽
ち
果
て
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
に
椿

原
地
区
で
雨
乞
い
大
太
鼓
が
復
活
し
た
の

を
契
機
と
し
て
、
各
地
区
で
復
興
の
動
き

が
出
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
2
～

3
年
に
当
時
の
竹
下
登
内
閣
が
打
ち
出
し

た
〝
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
〟
の
交
付
金
を

活
用
し
て
太
鼓
の
修
復
と
大
太
鼓
収
蔵
館

を
建
設
し
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
雨
乞

い
大
太
鼓
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
雨

乞
い
に
関
す
る
資
料
を
展
示
す
る
と
と
も

に
、
宇
土
の
大
太
鼓
に
関
す
る
ビ
デ
オ
も

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
所
在
地
】
宮
庄
町
４
０
６
番
地
２

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
開
館
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

【
入
館
料
】
大
人
１
０
０
円

　
　
　�

　
小
中
学
生
50
円
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
各
地
区
保
存
会

に
よ
る
市
中
パ
レ
ー
ド
や
大
太
鼓
の
競
演

が
お
こ
な
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
の
多
く
の

見
物
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

宇
土
市
大
太
鼓
収
蔵
館

　
宇
土
市
に
残
さ
れ
て
い
る
雨
乞
い
大
太

鼓
は
、
当
時
の
村
々
が
豊
作
を
祈
る
「
雨

乞
い
」
や
「
虫
追
い
」
な
ど
の
行
事
の
た

め
に
所
有
し
て
い
た
も
の
で
す
。
戦
後
の

急
速
な
経
済
成
長
の
な
か
、
祭
り
の
主
役

を
務
め
た
大
太
鼓
も
、
神
社
や
公
民
館
の

片
隅
に
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
放
置
さ

れ
、あ
る
も
の
は
朽
ち
果
て
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
に
椿

原
地
区
で
雨
乞
い
大
太
鼓
が
復
活
し
た
の

を
契
機
と
し
て
、
各
地
区
で
復
興
の
動
き

が
出
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
2
～

3
年
に
当
時
の
竹
下
登
内
閣
が
打
ち
出
し

た
〝
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
〟
の
交
付
金
を

活
用
し
て
太
鼓
の
修
復
と
大
太
鼓
収
蔵
館

を
建
設
し
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
雨
乞

い
大
太
鼓
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
雨

乞
い
に
関
す
る
資
料
を
展
示
す
る
と
と
も

に
、
宇
土
の
大
太
鼓
に
関
す
る
ビ
デ
オ
も

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
所
在
地
】
宮
庄
町
４
０
６
番
地
２

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
開
館
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

【
入
館
料
】
大
人
１
０
０
円

　
　
　�

　
小
中
学
生
50
円

国指定重要有形文化財　宇土の雨乞い大太鼓一覧	  単位 cm
No 文化財名 ( よみ ) 種類 面径 胴回 胴長 備　　　考
1 笹原大太鼓 ササワラ 長胴 132 499 181 文政 12 年 (1829) 仕入れ，呼称 ｢あくしゃ丸｣
2 椿原大太鼓 ツバワラ 長胴 130 513 207 明治 17 年 (1884) 購入
3 飯塚大太鼓 イイツカ 長胴 126 480 178
4 上新開大太鼓 カミシンガイ 長胴 119 457 191
5 城塚大太鼓 ジョウツカ 長胴 118 460 176 呼称「姫丸」
6 恵里大太鼓 エリ 長胴 115 462 181 大正元年 (1912) 購入
7 上古閑大太鼓 カミコガ 長胴 114 456 188 文政元年 (1818) 製作
8 宮庄大太鼓 ミヤノショウ 長胴 108 411 177
9 馬門大太鼓 マカド 長胴 107 419 181
10 立岡大太鼓 タチオカ 長胴 106 380 158 天保５年 (1834) 他 , 張替えの銘
11 北段原大太鼓 キタダンバラ 長胴 104 402 170 明治 29 年 (1896) 銘
12 伊無田大太鼓 イムタ 長胴 102 380 158
13 新川東大太鼓 シンカワヒガシ 長胴 98 365 155
14 堂園大太鼓 ドウゾノ 長胴 97 345 153
15 中村大太鼓 ナカムラ 長胴 96 354 159
16 小舟大太鼓 コブネ 長胴 96 344 148
17 引の花大太鼓 ヒキノハナ 長胴 95 343 147 天保 11 年 (1840) 購入
18 笠岩大太鼓 カサイワ 長胴 94 365 160
19 平木大太鼓 ヒラキ 長胴 92 327 122 寛文 13 年 (1673) 銘
20 猪白大太鼓 イビャク 長胴 90 334 143 嘉永 3 年 (1850) 銘
21 下登大太鼓 シモノボリ 長胴 89 325 132
22 中登大太鼓 ナカノボリ 長胴 84 327 139
23 寺登大太鼓 テラノボリ 長胴 81 298 138 傘付き
24 栗崎大太鼓 クリザキ ドラ 123 425 85 台車現存
25 松原大太鼓 マツワラ ドラ 114 398 72 復元台車
26 築籠大太鼓 ツイゴメ ドラ 105 361 68 復元台車
27 佐野大太鼓 サノ 長胴 123 427 185 破損，享和 34 年 (1802) 銘
28 明賢寺太鼓 ミョウケンジ 長胴 66 221 74 慶安 4 年 (1651) 銘
29 三蔵太鼓 サンゾウ 長胴 60 215 87

※№ 1 〜№ 26 が大太鼓（面径がおおよそ 3 尺以上）。№ 27 と№ 28 は胴部分のみ現存。№ 29 は面径 2 尺の太鼓

国指定重要有形文化財　宇土の雨乞い大太鼓　附関連資料 単位 cm
No 文化財名 縦 横 備　　　考
30 油単 ( 上古閑 ) 248 156 天保十五年辰六月吉日　上古閑村
31 油単 ( 伊無田 ) 284 177 明治四拾五年子五月吉日　伊無田村
No 文化財名 直径 高さ 深さ 全高 備　　　考
32 鉦 ( 上古閑 ) 30.6 8.0 7.0 文政七甲申三月吉日江戸粉川市正作
33 鉦 ( 上古閑 ) 29.5 7.6 6.5 江戸西村和泉守作之
34 鉦 ( 伊無田 ) 27.7 7.5 6.6 江戸西村和泉守作，布袋
35 鉦 ( 伊無田 ) 27.7 7.4 6.7 文化十三年二月吉日西村和泉守作，布袋
36 鉦 ( 新川東 ) 41.0 12.0 11.0 江戸西村和泉守作之
37 鉦 ( 椿原 ) 35.5 8.5 7.5 「音声改メ 大極上々 壱尺」墨書
38 鉦 ( 馬門 ) 31.4 8.1 7.3 
39 鉦 ( 恵里 ) 30.3 8.2 7.2 近年補修
40 鉦 ( 城塚 ) 24.6 7.5 6.3 9.9 西村和泉守作
41 鉦 ( 下戸田 ) 24.3 6.0 5.2 8.9 下戸田村　昭和丗一年六月求之
42 鉦 ( 引の花 ) 24.1 6.2 5.4 8.6 室町住出羽大掾宗味作
43 鉦 ( 寺登 ) 20.9 6.3 5.6 8.5 江戸西村和泉守作
No 文化財名 長さ 備　　　考
44 大太鼓担い棒 ( 椿原 ) 長さ 908, 最大径 15, 端部 12.5 1 組 (2 本 )
45 太鼓ばち ( 伊無田 ) 33.4 44.2 60.5 3 組 (6 本 )
46 竹笛 ( 伊無田 ) 38.7 45.8 47.3 50.6 4 本
No 文化財名 縦 横 枚数 備　　　考
47 上古閑村雨乞入用太鼓台出来入目割賦帳 ( 上古閑 ) 37.3 12.5 5 文化 12 年 6 月
48 太鼓張替入目割賦帳 ( 上古閑 ) 39.2 13.7 5 文政 9 年 7 月
49 七月割出銀并太鼓張替賃夫過不足請取渡帳 ( 上古閑 ) 37.8 12.5 12 文政 9 年 7 月
50 工役帳 ( 伊無田 ) 33.0 12.1 18 大正 15 年
51 出入金帳 ( 伊無田 ) 16.5 12.3 11 昭和 3 年 7 月
52 領収書 ( 伊無田 ) 24.2 33.5 1 昭和 3 年 7 月

※太鼓は 29 基。関連資料 No45 は 3 点，No46 は 4 点の計 28 点。合計で 52 件 57 点。

№ 19№ 20№ 21№ 22№ 23№ 25№ 26
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マイナンバーカードを利用して
3月1日から住民票の写しなどの
コンビニ交付が始まります
■コンビニ交付の利用にはマイナンバーカードと暗証番号（4桁）が必要です！

■マイナンバーカードは「無料」で交付しています！

　コンビニ交付は，市民課や税務課，支所の窓口で交付している 6 種類の証明書が，マイナンバー（個
人番号）カードを利用して全国の約 50,000 店舗のコンビニエンスストア（コンビニ）のマルチコピー機
から取得できるサービスです。
　宇土市では，平成 29 年 3 月 1 日からサービスを開始します。

取得できる証明書
各証明書の種類 手数料 取得可能な人 提供時間

住民票の写し
（世帯全部・一部）

1通 300円 本人，世帯員
※宇土市に住民登録がある人

　毎日（土日祝日含む）　
　　午前 6時 30分
　　　　～午後 11時 00分

印鑑登録証明書 1通 300円
本人のみ

※宇土市に住民登録があり，印鑑登
　録をしている人

所得課税証明書
（現年度分）※毎年6月 1日更新

1通 300円 本人のみ
※宇土市で課税されている人

課税証明書
（現年度分）※毎年6月 1日更新

１通 300円

戸籍謄本・戸籍抄本 1通 450円 本人・同じ戸籍の人
※宇土市外に本籍地がある場合は ,
　本籍地の市町村がコンビニ交付に
　対応している必要があります。

　平日のみ　
　　午前 8時 30分
　　　　～午後 5時 15分　戸籍の附票の写し 1通 300円

マイナンバーカード

利用できるカード コンビニ交付が利用できないカード

通知カード 住基カード

Pickup

※年末年始（12 月 29 日〜 1 月 3 日）および機器メンテナンス日は利用できません。機器メンテナンスを実施する場合は ,  事前に
　市ホームページなどでお知らします。

　コンビニ交付はマイナンバーカードをお持ちの方だけが利用できるサービスです。通知カード（マイナ
ンバーが記載された紙製のカード）および住基カードではコンビニ交付をご利用いただけません。マイナ
ンバーカードは無料で交付しています。詳しくは市民課にお問い合わせください。
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■セブンイレブン　　　　■ファミリーマート　　	　　■ローソン

■サークルKサンクス　　■Ａコープ北東北			　 　　　■セイコーマート

■イオンリテール　　　　■コミュニティ・ストア　　	■エーコープ鹿児島

■セーブオン　　　　　　■ミニストップ

■証明書取得の手順
　申請から交付まで，ご本人がマルチコピー機を操作し
ます。案内画面を見ながら，タッチパネルによる簡単な
操作で，申請書の記入も不要です。

【マルチコピー機の操作の流れ】

手順 1 　「行政サービス」を選択
手順 2 　マイナンバーカードをセットして

　　　　　4 桁の暗証番号を入力

手順 3 　「証明書の種類」「必要事項」「部数」を選択
手順 4 　手数料を投入
手順 5 　証明書発行

▼住民票の写し
・同居であっても，住民登録上，世帯分離している場合

は別世帯の人の証明書は取得できません。
・死亡者，転出者，転出予定の人を含む世帯員および発

行制限を申請されている人の住民票は取得できません。

▼所得課税証明書・課税証明書
・課税データがない人（未申告の人，賦課期日の 1 月 1

日現在宇土市に住んでいない人など）の証明書は発行
できません。申告をしてから証明書を取得できるまで
数日間要しますので，詳しくは税務課までお問い合わ
せください。

・転出者，転出予定者，および発行制限を申請されてい
る人の証明書は取得できません。

・課税データは毎年 6 月 1 日に年度の更新をします。更
新後は過年度分の証明書は交付できません。

▼印鑑登録証明書
　印鑑登録証は，市役所本庁や支所の窓口で印鑑登録証
明書を取得する際に必要ですので，大切に保管してくだ
さい。

▼戸籍に関する証明書（戸籍謄抄本及び戸籍の附票）
・本籍地の市町村がコンビニ交付に対応している必要が

あります。
住民登録地 本籍地 コンビニ交付の利用の可否

宇土市 宇土市 ご利用いただけます。

宇土市 宇土市外
本籍地の市町村がコンビニ交付に対応して
いる場合のみご利用いただけます。本籍地
の市町村にお問い合わせください。

宇土市外 宇土市

インターネットの申請受付サイト又はマル
チコピー機（セブンイレブン，ミニストップ，
A コープ北東北，エーコープ鹿児島のみ対
応）で利用登録申請を行うことで，コンビ
ニ交付をご利用いただけます。なお，登録
には 5 日程度を要します。詳しくは市民課
にお問い合わせください。

・「除籍」「改製原戸籍」は取得できません。

■以下の点にご注意ください

■よくある質問
質問 1 　暗証番号を忘れてしまいました。
回答 1 　市役所にお問い合わせていただいてもお答え

できません。本人が市民課および支所の窓口
にお越しになり暗証番号を初期化し，再度設
定していただく必要があります。

質問 2 　証明書が 2枚以上（例：住民票の写しで 5人
以上の世帯）の場合，窓口ではホチキスで止
めされていますが，コンビニ交付ではどうな
りますか？

回答 2 　ホッチキス止めされませんが，ページ番号と
証明書に記載された固有の番号で「ひとつづ
り」のものと判断できるようになっています。

　利用できるコンビニエンスストア（全国の店舗）

Pickup

市民課 市民係 ☎（22）1111（内線504）
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Pickup

３
／
10
に
市
内
全
域
の
防
災
行
政
無
線
が

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
移
行
し
ま
す

防
災
行
政
無
線
の
豆
知
識

移
行
に
よ
る
変
更
点

①
全
地
区
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
更
新

　
建
物
等
に
よ
る
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、音
響
の
検
査
を
行
い
、ス
ピ
ー
カ
ー

を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ー
ル
の
補

強
や
建
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
子
局（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
施
設
）の
増
設

　
子
局
を
こ
れ
ま
で
の
80
局
か
ら
84
局
に

増
設
し
て
い
ま
す
。

③
戸
別
受
信
機
の
機
能
強
化

　
公
共
施
設
や
学
校
、保
育
園
な
ど
へ
は
、

音
声
の
み
で
は
な
く
、
文
字
が
表
示
さ

れ
、
録
音
も
可
能
な
受
信
機
を
設
置
し

ま
す
。

④
相
互
通
話
機
能
の
追
加

　
災
害
時
の
通
信
手
段
と
し
て
、子
局（
屋

外
ス
ピ
ー
カ
施
設
）
と
親
卓
（
市
役
所
）

の
無
線
通
話
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

⑤
情
報
収
集
機
能
の
追
加

　
移
動
系
無
線
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
災

害
現
場
の
画
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
市

役
所
へ
送
信
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

防
災
行
政
無
線
と
は
？

　
　

　
防
災
行
政
無
線
は
、
県
お
よ
び
市
町
村

が
「
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
防
災
、応
急
救
助
、

災
害
復
旧
に
関
す
る
業
務
に
使
用
す
る
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
て
、
併
せ
て
、
平
常

時
に
は
一
般
行
政
事
務
に
使
用
で
き
る
無

線
局
で
す
。�

県
防
災
行
政
無
線

　
県
防
災
行
政
無
線
は
、
固
定
系
と
衛
星

系
の
併
用
に
よ
り
出
先
機
関
や
市
町
村
と

の
無
線
網
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
平
常
時

は
一
般
行
政
事
務
用
と
し
て
使
用
さ
れ
、

災
害
時
に
は
県
庁
か
ら
通
信
統
制
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
県
内
の
市
町
村
等
に
一
斉

に
緊
急
通
報
を
伝
達
し
、
災
害
現
場
の
状

況
を
い
ち
早
く
把
握
す
る
等
、
災
害
対
策

に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

�

市
町
村
防
災
行
政
無
線

　
市
町
村
防
災
行
政
無
線
は
、「
同
報
通

信
用�(

同
報
系
防
災
行
政
無
線)

」
と
「
移

動
通
信
用�(

移
動
系
防
災
行
政
無
線)

」

の
2
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。�

同
報
系
防
災
行
政
無
線

　
屋
外
拡
声
器
や
戸
別
受
信
機
を
介
し

て
、
市
町
村
役
場
か
ら
住
民
等
に
対
し
て

直
接
・
同
時
に
防
災
情
報
や
行
政
情
報
を

伝
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

⑥
移
動
系
無
線
の
整
備

　
可
搬
型
や
車
載
型
の
無
線
を
消
防
団
や

市
役
所
内
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
活
動

の
際
、
市
内
全
域
で
の
情
報
共
有
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

⑦
耐
災
害
性
の
強
化

　
非
常
用
電
源
装
置
お
よ
び
72
時
間
以
上

の
発
電
機
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
非

常
用
の
可
搬
型
無
線
装
置
お
よ
び
電
話

回
線
を
利
用
し
た
遠
隔
放
送
が
で
き
る

機
能
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
で
の
放
送
内
容

①
平
常
時
の
お
知
ら
せ

　
ご
み
収
集
や
イ
ベ
ン
ト
、
選
挙
、
火
災

予
防
、
交
通
安
全
運
動
な
ど

②
時
報
の
お
知
ら
せ

　
正
午
と
午
後
6
時
に
音
楽
を
放
送

③
非
常
時
の
放
送
（
最
大
音
量
で
放
送
）

　
火
災
情
報
や
避
難
情
報
、
緊
急
地
震
速

報
、
気
象
情
報
（
特
別
警
報
、
津
波
警

報
等
）、
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど

移
動
系
防
災
行
政
無
線

　
車
載
型
や
携
帯
型
の
移
動
局
と
市
町
村

役
場
と
の
間
で
通
信
を
行
う
も
の
で
、
同

報
系
が
市
町
村
役
場(

行
政
機
関)

と
住

民
と
の
通
信
手
段
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

移
動
系
は
主
と
し
て
行
政
機
関
内
の
通
信

手
段
と
い
え
ま
す
。
な
お
、
移
動
系
防
災

行
政
無
線
の
中
で
「
地
域
防
災
無
線
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
は
、
市
町
村
役
場
の
ほ
か

消
防
、警
察
等
の
防
災
関
係
機
関
や
医
療
、

電
気
、
ガ
ス
等
の
生
活
関
連
機
関
に
も
移

動
局
が
配
備
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
関
係

機
関
相
互
の
防
災
通
信
網
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
の

3
ヵ
年
を
か
け
、
防
災
行
政
無
線
を
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
波
方

式
へ
移
行
し
て
お
り
、
3
月
10
日
に
す
べ
て
の
工
事
が
終
わ
る
こ
と
か
ら
、

市
内
全
域
が
デ
ジ
タ
ル
へ
移
行
し
ま
す
。

テレメータ
戸別受信機

屋上設置型
屋外拡声器

〈携帯・可搬〉移動局

〈車載〉移動局 〈市町村災害対策本部〉
移動系基地局
同報系親局

路上設置型屋外拡声器

系
動
移

系
報
同

テレメータ系

●市町村デジタル同報無線システムの活用イメージ

同報親局役場

屋外拡声子局

（音声）

（音声・文字）

（データ・FAX等）

戸別受信機（文字表示装置付）

カメラ付き屋外拡声局
（音声・画像）

避難状況をお
知らせくださ
い。

を塞ぎ危険な状
態です。
文字情報に表示
します。

津波の心配は
ありません避難
場所は○○小学
校です。

土砂崩れは国道
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防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
　

　
近
年
の
大
規
模
災
害
の
発
生
を
教
訓
と

し
て
、
防
災
行
政
無
線
に
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
多
様
化
・
高
度
化
す
る
通
信
ニ
ー
ズ

(

画
像
伝
送
・
デ
ー
タ
伝
送
等)

へ
の
対

応
が
要
求
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
常
時
に

Pickup

⑥
移
動
系
無
線
の
整
備

　
可
搬
型
や
車
載
型
の
無
線
を
消
防
団
や

市
役
所
内
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
活
動

の
際
、
市
内
全
域
で
の
情
報
共
有
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

⑦
耐
災
害
性
の
強
化

　
非
常
用
電
源
装
置
お
よ
び
72
時
間
以
上

の
発
電
機
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
非

常
用
の
可
搬
型
無
線
装
置
お
よ
び
電
話

回
線
を
利
用
し
た
遠
隔
放
送
が
で
き
る

機
能
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
で
の
放
送
内
容

①
平
常
時
の
お
知
ら
せ

　
ご
み
収
集
や
イ
ベ
ン
ト
、
選
挙
、
火
災

予
防
、
交
通
安
全
運
動
な
ど

②
時
報
の
お
知
ら
せ

　
正
午
と
午
後
6
時
に
音
楽
を
放
送

③
非
常
時
の
放
送
（
最
大
音
量
で
放
送
）

　
火
災
情
報
や
避
難
情
報
、
緊
急
地
震
速

報
、
気
象
情
報
（
特
別
警
報
、
津
波
警

報
等
）、
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど

お
け
る
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
更
な
る

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

平
成
13
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
よ
る

防
災
行
政
無
線(

市
町
村
デ
ジ
タ
ル
同
報

通
信
シ
ス
テ
ム
、
市
町
村
デ
ジ
タ
ル
移
動

通
信
シ
ス
テ
ム)

の
導
入
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

防災行政無線
Ｑ1　何を放送しているのか，聞こえないのですが？
Ａ1　風向きや地形などの条件により，放送が届きづらい場

合があります。特に，近年の住宅は気密性が高いため，
窓を閉め切った状態では，より一層放送が届きにくくな
ります。スピーカーの方向や出力の調整を行い改善を
図っていますが，聞き取れない場合は「電話応答装置」
をご利用ください。また「宇土市お知らせメールサービ
ス」に登録いただくと，災害に関する情報を受け取るこ
とができます。なお，災害時は，緊急情報として市のホー
ムページにも掲載しますのでご利用ください。

Ｑ2　正午と午後6時に音楽（メロディ）放送を流すのはなぜ
ですか？

Ａ2　防災行政無線による音楽（メロディ）放送は，時報として
だけではなく，正常に動くのか動作点検も兼ねて放送し
ていますのでご理解ください。また，聞こえなくなった
場合は危機管理課まで，ご連絡をお願いします。

Ｑ3　放送のはなし言葉は，なぜゆっくりなのですか？
Ａ3　音が反響して聞きづらい地域でも，聞きとれるよう放送

内容の間隔を取りゆっくりと放送しています。

Ｑ4　「防災行政無線」「電話応答装置」「お知らせメールサービス」
以外の情報入手方法はどのようなものがあるのですか？

Ａ4　「宇土市フェイスブック」「宇土市ホームページ」「ＲＫＫ
データ放送（通称：デタポン）」があり，気象情報等は「熊
本県統合型防災情報システム」「熊本地方気象台ホーム
ページ」等があります。

	電話応答装置	☎（23）6186
※火災の場合は，宇城広域連合本部の応答装置
　☎（23）3211をご利用ください。
　
	宇土市お知らせメールサービス

「uto-oshirase@dazz-ix.jp」に空メールを送信いただくと登
録申込みURLをお送りしますので，そちらからご登録くださ
い。「http://mailmg.city.uto.kumamoto.jp/」へアクセス
して登録することも可能です。なお，携帯電話への配信を希
望される方は「city.uto.kumamoto.jp」からのメールの受
信設定を行ってください。

　※登録料や情報料はかかりませんが，通信料（パケット通信
料等）はご利用者負担になります。

危機管理課 危機管理係 ☎（22）1111（内線212・213）

＆Ｑ A

テレメータ
戸別受信機

屋上設置型
屋外拡声器

〈携帯・可搬〉移動局

〈車載〉移動局 〈市町村災害対策本部〉
移動系基地局
同報系親局

路上設置型屋外拡声器

系
動
移

系
報
同

テレメータ系

●市町村デジタル同報無線システムの活用イメージ

同報親局役場

屋外拡声子局

（音声）

（音声・文字）

（データ・FAX等）

戸別受信機（文字表示装置付）

カメラ付き屋外拡声局
（音声・画像）

避難状況をお
知らせくださ
い。

を塞ぎ危険な状
態です。
文字情報に表示
します。

津波の心配は
ありません避難
場所は○○小学
校です。

土砂崩れは国道
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修
繕
に
30
万
円
以
上
を
要
し
た
一
部
損
壊
世
帯
へ
の

宇
土
市
独
自
義
援
金
の

申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

対
象
世
帯

次
の
①
〜
③
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
住
家
が
一
部
損
壊（
ま
た
は
床
上
浸
水
）

の
判
定
を
受
け
、
修
理
費
に
30
万
円
以

上
支
払
っ
た
世
帯

②
熊
本
地
震
発
生
時
に
宇
土
市
に
お
住
ま

い
だ
っ
た
方

③
修
繕
に
１
０
０
万
円
以
上
を
要
し
た
一

部
損
壊
世
帯
へ
の
熊
本
地
震
義
援
金
の

配
分
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
世
帯

※
一
つ
の
家
屋
に
複
数
の
世
帯
が
あ
る
場

合
は
、
何
方
か
一
つ
の
世
帯
に
限
る

※
ア
パ
ー
ト
や
借
家（
マ
ン
シ
ョ
ン
除
く
）

の
修
繕
は
、
入
居
者
が
修
繕
費
を
自
己

負
担
し
た
場
合
の
み
対
象

対
象
経
費

　
被
災
住
宅
の
修
繕
に
か
か
っ
た
費
用

※
市
独
自
義
援
金
は
、
熊
本
地
震
義
援
金

で
は
対
象
外
の
畳
や
ク
ロ
ス
の
張
替
な

ど
内
装
工
事
も
対
象
と
し
ま
す

対
象
外
経
費

　
外
構
の
工
事
や
資
材
等
（
家
具
、
電

化
製
品
）
の
購
入
、
家
屋
の
解
体
や
未

損
壊
個
所
や
設
備
の
取
り
換
え
や
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
か
か
っ
た
費
用

義
援
金
額

　
2
万
円（
修
繕
費
が
30
万
円
以
上
50
万
円
未
満
）　

　
3
万
円
（
修
繕
費
が
50
万
円
以
上
）��

必
要
書
類
な
ど

①
り
災
証
明
書
（
原
本
）
ま
た
は
被
害
箇

所
の
修
繕
前
の
写
真

②
被
害
箇
所
の
修
繕
後
の
写
真

③
修
繕
に
係
る
領
収
書
の
原
本

　（
修
繕
箇
所
の
わ
か
る
内
訳
を
添
付
）

④
世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳
の
写
し

⑤
印
鑑
（
認
印
可
）

受
付
時
間
・
場
所

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
仮
設
庁
舎
1
階�

義
援
金
受
付
窓
口

受
付
期
間
（
予
定
）

　
3
月
8
日
（
水
）

　
～
平
成
30
年
3
月
30
日
（
金
）

※
多
く
の
申
請
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
3

月
8
日
（
水
）
か
ら
地
区
ご
と
に
受
付

を
行
い
ま
す
。
設
定
日
以
外
の
受
付
も

可
能
で
す
が
、
窓
口
の
混
雑
解
消
の
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
地
区
別
受
付
期
間

▼
緑
川
・
網
津
・
網
田
地
区

　
3
月
8
日（
水
）、9
日（
木
）、10
日（
金
）

▼
花
園
地
区

　
3
月
13
日（
月
）、14
日（
火
）、15
日（
水
）

▼
宇
土
地
区

　
3
月
16
日（
木
）、17
日（
金
）、21
日（
火
）

▼
轟
・
走
潟
地
区

　
3
月
22
日（
水
）、23
日（
木
）、24
日（
金
）

▼
す
べ
て
の
地
区

　
3
月
27
日
（
月
）
か
ら

 

復
興
支
援
室�

復
興
支
援
班
　

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
9
1
5
）

 復興支援室 復興支援班 ☎（22）1111（内線915）

修繕に100万円以上を要した一部損壊世帯の方へ

熊本地震義援金の申請を受付中
　熊本地震や豪雨災害により，お住まいの家屋が一部損
壊（または床上浸水）の被害を受けられた世帯で，修繕に
100万円以上の費用を要した世帯を対象に熊本地震義
援金を支給します。 
   宇土市独自義援金との重複受給はできません
　住宅のり災区分の再判定中の方や修繕がお済みでな
い方は，完了後に申請をお願いします。 

▼対象世帯
　お住まいの家屋が一部損壊または床上浸水の被害を
受けられた世帯で，修繕に100万円以上の費用を要した
世帯。ただし，内装や外構（門，車庫，塀など）のみの工事，
家電製品の修理は除く。
▼義援金額
　10万円
▼必要書類・受付期間
　受付時間・場所
　宇土市独自義援金と同じ

3月31日（金）が
申込期限（必着）です
　日本財団では，熊本地震発生時に熊本県内に居住し，自治
体発行のり災証明書で「全壊」「大規模半壊」と認定された世
帯（豪雨災害含む）に，1世帯あたり20万円を支給されていま
す。貸家やアパート等の賃貸住宅の場合も対象となります。
申請期限が迫ってますので，対象の方で申請がお済みでな
い方は，申請をお願いします。
▼必要書類　申請書，り災証明書の写し，世帯主名義の通帳

の写し，本人確認（免許証等）の写しなど
▼申請方法　復興支援室設置の申請書に必要事項を記入

し，必要書類とともに日本財団へ個人で郵送
 日本財団事務センター ☎03（6435）5751
 復興支援室 復興支援班 ☎（22）1111（内線226・227）

Pickup

　
熊
本
地
震
や
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
お
住
ま
い
の
家
屋
が
一
部
損
壊
（
ま

た
は
床
上
浸
水
）
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
世
帯
で
、
修
繕
に
30
万
円
以
上

の
費
用
を
要
し
た
世
帯
を
対
象
に
宇
土
市
独
自
義
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

日本財団見舞金
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4月13日（木）が申込期限です

住宅の応急修理の申請はお早めに！　
　地震により住居が被害を受けた世帯に対し，日常生活
に欠くことのできない部分であって緊急を要する箇所に
ついて，市が業者に依頼して応急修理を行います。
▼対象者　

応急仮設住宅（みなし仮設住宅含む）を利用していない
方で次のいずれかに該当する方
・半壊の被害を受け，自ら修理を行う資力がない方
・大規模半壊の被害を受けた方

　・全壊の被害を受けたが，応急修理を行うことにより居
住可能になる方

▼対象となる修理の要件
屋根等の基本部分，ドア等の開口部，上下水道等の配
管・配線，トイレ等の衛生設備といった日常生活に欠く
ことのできない部分であること

※内装や装飾を主とする工事については原則対象外です。
※修理の完了期限は，今後，申込状況や工事の進捗状況

等に応じて設定されます。
▼限度額　
　１世帯当たり57万6千円
※同じ住宅に2以上の世帯が同居している場合は1世帯

とみなします。

Pickup

 復興支援室 復興支援班 ☎（22）1111（内線227）

　「
や
む
を
得
ず
入
居
物
件
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
」
や
「
り
災
証
明
書

の
り
災
区
分
が
確
定
し
て
い
な
い
方
」
な

ど
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
「
理
由
書
」
を

3
月
31
日(

金)

ま
で
に
提
出
す
る
こ
と

で
、
期
限
後
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

入
居
者
の
要
件
（
①
～
④
す
べ
て
に
該
当
）

①
熊
本
地
震
時
点（
平
成
28
年
4
月
14
日
）

に
、
宇
土
市
に
住
所
を
有
す
る
方�

②
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

・
熊
本
地
震
で
住
居
が
全
壊
ま
た
は
大
規

模
半
壊
し
た
た
め
居
住
す
る
住
宅
が
な

い
方�

・
半
壊
に
よ
る
家
屋
の
解
体
・
撤
去
に
伴

い
、
自
ら
の
住
居
に
居
住
で
き
な
い
方�

※
修
理
等
に
よ
り
一
時
的
に
当
該
住
居
に

居
住
で
き
な
い
場
合
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。�

・
長
期
に
わ
た
り
自
ら
の
住
居
に
居
住
で

き
な
い
と
市
町
村
長
が
認
め
る
方�

③
自
ら
の
資
力
で
は
、
住
居
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方�

④
応
急
仮
設
住
宅
お
よ
び
住
宅
応
急
修
理

制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
方�

住
宅
の
条
件
（
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
）	

①
貸
主
か
ら
同
意
を
得
て
い
る
も
の�

②
管
理
会
社
等
に
よ
り
賃
貸
可
能
と
確
認

さ
れ
た
も
の�

③
家
賃
1
カ
月
あ
た
り
原
則
6
万
円
以
下

※
世
帯
員
が
乳
幼
児
を
除
き
5
人
以
上
の

場
合
は
9
万
円
以
下�

入
居
期
間

　
　

　
入
居
時
か
ら
2
年
間

費
用
負
担	（
※
限
度
額
あ
り
）

▼
県
の
負
担
　
家
賃
、
礼
金
、
仲
介
手
数

料
、
退
去
修
繕
負
担
金�

、
火
災
保
険

等
損
害
保
険
料�

▼
入
居
者
の
負
担
　
光
熱
水
費
、管
理
費
、

共
益
費
、
駐
車
場
費
、
自
治
会
費
な
ど�

 

県
健
康
福
祉
政
策
課�

す
ま
い
対
策
室�

　
☎
0
9
6（
3
3
3
）2
8
1
8

 

復
興
支
援
室�

復
興
支
援
班

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
2
2
6･2
2
7
）

　
熊
本
地
震
の
被
災
者
の
応
急
的
な
住
ま
い
と
し
て
県
が
提
供
し
て
い
る
、

み
な
し
仮
設
住
宅
（
民
間
賃
貸
住
宅
借
上
）
は
、
発
災
か
ら
約
1
年
と
な

る
3
月
31
日
（
金
）
が
申
込
期
限
と
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

3
月
31
日
（
金
）
が
申
込
期
限
で
す

み
な
し
仮
設
住
宅
の
申
請
は
お
早
め
に
！

震災ごみの特別受入を再開します
　3月8日（水）から，震災ごみの特別受入（無料）を行いま
す。特別受入には，事前に環境交通課（仮設庁舎2F）への
減免申請が必要です。申請していない方の震災ごみは，受
け入れができませんのでご注意ください。なお，これまで
に申請された方も改めて申請が必要です。
【事前申請概要】
受付期間　3月12日（日）まで
　　　　　※3月4日（土）と5日（日）は除く
受付日時　午前8時30分〜午後5時15分
　　　　　※最終日の12日は3時30分まで
申請に必要なもの　り災証明書（被災証明書）または
　　　　　　　　　被災状況のわかる写真等
【特別受入概要】
受入期間　3月8日（水）〜12日（日）
受入時間　午前9時〜正午・午後1時〜4時
受入場所　宇土清掃センター（松山町3386）
受入ごみ　瓦，ブルーシート，コンクリートブロック
【注意事項】
①業者による瓦の葺き替え作業やその他修繕等に伴い発

生した廃棄物の受入は行いません。
②震災ごみは種類ごとに分別して搬入してください。
③震災ごみを持ち込む際は，係員が確認を行いますので，
減免申請書を車のダッシュボードへご提示ください。
 環境交通課 環境交通係 ☎（22）1111（内線518・520）
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Pickup

り
災
証
明
書・被
害
認
定
調
査

の
申
請
受
付
を
終
了
し
ま
す

　
　熊
本
地
震
に
お
け
る
「
り
災
証
明
書
（
被
災
証
明

書
を
含
む
）」
の
新
規
申
請
受
付
は
、
平
成
29
　年
4

　月

28
　日
（
金
）
で
終
了
し
ま
す
。

　ま
た
、被
害
認
定
調
査
の
第
2
次
調
査
等
の
受
付
も
、

同
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　た
だ
し
、
市
外
避
難
や
入
院
等
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
期
限
内
に
申
請
で
き
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
一

部
損
壊
世
帯
に
対
す
る
義
援
金
手
続
き
で
必
要
に
な
る

場
合
等
は
、期
限
を
過
ぎ
て
も
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　な
お
、既
に「
り
災
証
明
書（
被
災
証
明
書
を
含
む
）」

の
交
付
を
受
け
た
方
の
証
明
書
再
発
行
は
、
申
請
受
付

終
了
後
も
随
時
行
い
ま
す
。

 

税
務
課�

収
納
係�

☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
5
1
6
）

休
日
も
市
役
所
窓
口
で
の

お
手
続
き
が
で
き
ま
す

　
春
の
転
入
・
転
出
な
ど
の
異
動
時
期
に
合
わ
せ
た
窓
口

業
務
の
休
日
開
庁
を
実
施
し
ま
す
。

　
住
民
異
動
（
転
入
・
転
出
・
死
亡
・
出
生
な
ど
）
に
関

係
す
る
手
続
き
や
、
各
種
証
明
書
の
取
得
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
当
日
に
手
続
き
が
完
了
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
対
応
で
き
る
業
務
の
確
認
や
不
明
な
点
は
、
各
担
当
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

総
務
課�

人
事
係�

☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
2
0
7
）

対象窓口・業務内容・問い合わせ
市民課 市民係 ☎（22）1111（内線 506）　

・転入，転出など住民異動の手続き
・出生，死亡，婚姻，離婚など戸籍の届出
・戸籍，住民票，印鑑登録証明書などの証明書発行
・印鑑登録，自動車の臨時運行許可証発行

上下水道課 水道係 ☎（22）6633 
　　　　　　　下水道係 ☎（23）2371　

・上下水道使用開始，中止などの手続き
・異動による使用人員や名義変更の手続き

税務課 収納係 ☎（22）1111（内線 513） 
・税に関する証明書（所得証明書など）の発行
・納税相談

都市整備課 建築住宅係 ☎（22）1111（内線 709）　
・市営住宅入居者の異動に関する手続き

子育て支援課 子育て支援係 ☎（22）1111（内線 420）　
・乳幼児医療費，こども医療費受給者証の交付申請，返却
・児童手当の認定請求，受給者資格消滅届受理
・保育所の入所申込，退所の手続き
・学童クラブの入所申込，退所の手続き
・児童扶養手当の認定請求，転出・転入届，資格喪失の手続き
・ひとり親家庭等医療費受給者証の交付申請，資格喪失の手

続き
・新生児指定ごみ袋支給申請
・病児，病後児保育登録

復興支援室  復興支援班 ☎（22）1111（内線 226） 
・義援金の申請
・被災者生活再建支援金の申請
・みなし仮設住宅の申請（申請期限：平成 29 年 3 月 31 日）
・住宅の応急修理の申請（申請期限：平成 29 年 4 月 13 日）
・家屋解体に関する相談

高齢者支援課 介護保険係 ☎（22）1111（内線 415）
介護保険に関する業務
・要介護，要支援認定申請
・介護保険証の再交付
・負担限度額認定の申請

保険課 国保年金係 ☎（22）1111（内線 424）
国民健康保険・後期高齢者医療保険・国民年金に関する業務
・国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入，脱退の手続き
・国民健康保険・後期高齢者医療保険被保険者証の再交付
・出産育児一時金の支給申請
・葬祭費の支給申請
・療養費，高額医療費の支給申請
・限度額適用認定の申請
・はり，きゅう，マッサージ施設利用者券の交付
・国民年金の加入，脱退の手続き

福祉課 福祉政策係 ☎（22）1111（内線 408）　
障がい者福祉に関する業務
・自立支援医療（更生医療・育成医療・精神通院）の支給申請
・補装具及び日常生活用具の支給申請
・障害者手帳（新規・再認定・記載事項変更・返還）の申請
・重度心身障害者医療費資格者認定申請及び異動届出書の提出
・特別児童扶養手当の申請
・特別障害者，障害児福祉手当の申請
・障害福祉サービスの申請

実施する日時
3月26日（日）　
4月 1 日（土）
4月 2 日（日）

午前8時30分
　〜午後5時15分

重要
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Pickup

ごみの日曜特別受入を実施します
　引っ越しや片付けなどで出たごみの特別受入を2施設で
実施します。この機会にごみの処分をお願いします。
日時　3月26日（日）　午前8時30分〜午後4時
料金　10㎏以下150円（10㎏増すごとに150円加算）
宇土清掃センター　受入ごみ　燃えるごみ・燃えないごみ

緒方清掃　受入ごみ　燃えないごみ

【お願い】ごみを持込む場合は，市指定のごみ袋に入れる必要はあ
りませんが，「燃えるごみ」と「燃えないごみ」に分けて持
込みをお願いします。

 環境交通課 環境交通係 ☎（22）1111（内線518・520）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

大
気
中
の
微
小
粒
子
状
物
質（
PM 

2.5
）の
こ
と

PM 
2.5
と
は
？

　
大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子
状
物
質
の
う

ち
、
髪
の
毛
の
1
／
30
程
度
の
大
き
さ
の

物
質
を
い
い
ま
す
。
PM�
2.5
は
、
自
動
車
の

排
ガ
ス
や
工
場
の
ば
い
煙
な
ど
発
生
源
か

ら
直
接
排
出
さ
れ
た
り
、
大
気
中
の
汚
染

物
質
が
化
学
反
応
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り

生
成
し
ま
す
。
そ
の
他
、
火
山
灰
、
黄
砂
、

煙
霧
な
ど
の
自
然
由
来
や
家
庭
内
で
も
調

理
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
か
ら
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
大
陸
か
ら
の
大
気
汚
染

物
質
が
日
本
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

PM 

2.5
の
値

　
熊
本
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
熊
本
県
の

大
気
環
境
の
状
況
」
で
は
，
県
内
の
観
測

所
で
測
定
さ
れ
た
値
を
1
時
間
ご
と
に
公

開
し
て
い
ま
す
。
宇
土
市
に
も
運
動
公
園

に
観
測
器
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
速
報
値

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

PM 

2.5
に
関
す
る
注
意
喚
起

　
　
　
　
　
　

　
熊
本
県
で
は
、
PM�

2.5
の
濃
度
が
国
の
示

し
た
暫
定
指
針
値
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ

る
と
き
、
ま
た
は
継
続
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
と
き
に
、
注
意
喚
起
の

お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
暫
定
指
針
値
と
は
、

人
の
健
康
に
あ
る
程
度
の
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
値
と
し
て
、
国
が
暫
定
的

に
定
め
た
数
値
で
す
。

休
日
も
市
役
所
窓
口
で
の

お
手
続
き
が
で
き
ま
す

　
春
の
転
入
・
転
出
な
ど
の
異
動
時
期
に
合
わ
せ
た
窓
口

業
務
の
休
日
開
庁
を
実
施
し
ま
す
。

　
住
民
異
動
（
転
入
・
転
出
・
死
亡
・
出
生
な
ど
）
に
関

係
す
る
手
続
き
や
、
各
種
証
明
書
の
取
得
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
当
日
に
手
続
き
が
完
了
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
対
応
で
き
る
業
務
の
確
認
や
不
明
な
点
は
、
各
担
当
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

総
務
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宇
土
市
で
は
、
宇
土
市
運
動
公
園
測
定

局
で
注
意
喚
起
の
基
準
を
超
え
た
場
合

に
、
宇
土
市
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
や
防
災
行

政
無
線
で
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

健
康
へ
の
影
響

　
　
　
　

　
粒
子
の
大
き
さ
が
非
常
に
小
さ
い
た

め
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
や
す
く
、
喘

息
や
気
管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器
系
疾
患
へ

の
影
響
の
ほ
か
、
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
の
上

昇
や
循
環
器
系
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

注
意
喚
起
の
際
の
対
応
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
て
も
、
す
べ
て
の

人
に
必
ず
健
康
影
響
が
生
ず
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
対
応
措
置
を
目
安

に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

①
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
や
外

出
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

②
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
適
切
に
着
用
す
る

③
外
気
の
屋
内
へ
の
侵
入
を
少
な
く
す
る

た
め
、
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最
小

限
に
す
る

※
呼
吸
器
や
循
環
器
系
疾
患
の
あ
る
方
や

子
ど
も
、
高
齢
者
は
、
よ
り
影
響
を
受

け
や
す
い
の
で
、
体
調
の
変
化
に
注
意

し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
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市役所からのお知らせ

市役所の事務室および窓口を
一部移転します
　熊本地震の影響で一部の部署を分散化していますが，
3月末から4月にかけて，仮設庁舎（浦田町）の周辺施設
に, 分散化していた事務室および窓口を集約します。
　詳細については，広報うと4月号をご覧ください。
3月21日（火）移転予定

課等の名称 現在地 移転先
企画課 市役所別棟2階 仮設庁舎2階選挙管理委員会

復興支援室 仮設庁舎2階 仮設庁舎1階
市社会福祉協議会 仮設庁舎1階 福祉センター1階
4月3日（月）移転予定

課等の名称 現在地 移転先
農林水産課

宇土終末
処理場2階

福祉センター1階
地籍調査課

福祉センター2階商工観光課
農業委員会

土木課 市役所別棟2階都市整備課
中央公民館 仮設防災棟 市役所別館

（旧勤労青少年ホーム）消費生活センター 市民体育館
市地域職業相談室

財政課 契約管財係 ☎（22）1111（内線217）

〈15〉◆2017/3◆広報うと



Pickup

市
外
の
認
可
外
保
育
所
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

保
育
料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
乳
幼
児
の
就
園
に
か
か
る
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市

外
の
認
可
外
保
育
所
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
に
、
保
育
料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
4
月
～
平
成
29
年
3
月
の

利
用
分
に
つ
い
て
は
、
3　
月
31　
日（
金
）ま

で
に
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
施
設

　
保
育
所
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
で
、

県
の
認
可
を
受
け
て
い
な
い
も
の

対
象
者
（
①
～
⑤
の
要
件
を
満
た
す
方
）

①
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
宇
土
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
児
童
が
、
認
可
外
保
育
施
設
に
1
日
4

時
間
以
上
か
つ
月
16
日
以
上
通
っ
て
い

る
こ
と
（
一
時
預
か
り
は
対
象
外
）

③
「
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
等
で
家
庭
で

の
保
育
が
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
保
育

に
欠
け
る
状
況
で
あ
る
こ
と
。

④
前
年
度
の
所
得
税
課
税
額
（
保
護
者
合

計
）
が
1
6
5,
0
0
0
円
未
満
で
あ

る
こ
と
。

⑤
助
成
対
象
経
費
お
よ
び
市
税
等
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と
。

対
象
と
な
る
経
費

　
保
護
者
が
負
担
し
た
月
額
の
保
育
料
と

給
食
費
の
合
計
額
（
保
育
料
は
基
本
額
の

み
と
し
、
延
長
料
金
等
は
含
み
ま
せ
ん
。）

助
成
額

　
対
象
経
費
か
ら
、
認
可
保
育
所
に
入
所

し
た
場
合
の
保
育
料
月
額
相
当
額
を
差
し

引
い
た
額
で
、
1
カ
月
1
万
円
以
内
の
額

申
請
方
法

　
①
～
④
の
必
要
書
類
を
期
限
ま
で
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

①
宇
土
市
認
可
外
保
育
施
設
利
用
助
成
金

交
付
申
請
書

②
認
可
外
保
育
施
設
在
籍
証
明
書
兼
保
育

料
納
入
済
証
明
書

③
保
護
者
が
認
可
外
保
育
施
設
入
所
児
童

を
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
（
雇
用
証
明
書
な
ど
）

④
市
税
等
収
納
状
況
調
査
同
意
書

※
平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
宇
土
市
に

住
民
票
の
無
い
方
は
、
平
成
28
年
度
所

得
課
税
証
明
書
、
平
成
27
年
1
月
1
日

時
点
で
宇
土
市
に
住
民
票
の
無
い
方

は
、
平
成
27
年
度
所
得
課
税
証
明
書
も

併
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
月
31
日
（
金
）
ま
で

　（
平
成
28
年
4
月
～

　
　
　
　
平
成
29
年
3
月
の
利
用
分
）

 

子
育
て
支
援
課�

子
育
て
支
援
係

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
4
2
0
）

太鼓教室の受講生を募集します 小規模特認校制度を活用すると

網田小・網田中に通学できます！　宇土雨乞い大太鼓を広く知ってもらうため，また，後継者
の育成を目指して「太鼓教室」を開催します。指導者は、宇
土天響太鼓（宇土雨乞い大太鼓保存会青年部）の皆さんで
す。小学生以上であれば年齢を問わず参加
できます。初心者の人も大歓迎です。和太
鼓に興味のある人，挑戦してみたい人，ぜひ
この機会にご参加ください。
日時　4月18日（火）〜8月1日（火）毎週火曜日
　　　　午後7時〜8時15分　（全15回）
▼場所　市民会館大ホール舞台
▼内容　バチの握り方，構え方など基本的なことから，課

題曲の完成までを指導します。また，その成果を
8月5日（土）に開催される予定の大太鼓フェス
ティバルで披露します。

▼対象　市内在住または市内に通勤通学している人
▼受講料　1,500円（太鼓，バチは主催者で準備）
▼定員　35人　※申込が多い場合は抽選
▼申込期限　3月17日（金）
▼申込方法　電話もしくはメールで，住所，氏名，年齢（学

年・学校名），電話番号をお伝えください。結
果は3月下旬にハガキで通知します。

  文化課 文化係 ☎（23）0156
 bunka03@uto.kumamoto.jp

　小規模特認校制度は，網田小・網田中学校での教育を受
けることを希望する大規模校（宇土小・花園小・鶴城中）の
児童・生徒の意向に応えるため，一定の要件を満たす場合
に入学を認める制度です。網田小・網田中は，県下にさきが
け「小中一貫教育」を実践し高い評価を得ており，自然豊か
な環境のもと１小学校１中学校の良さを生かした少人数に
よる学習を特色としています。

　　宇土小・花園小の児童　➡　網田小へ通学可
　　鶴城中の生徒　　　 　➡　網田中へ通学可
－利用者の声－
・保育園，小学校，中学校と一貫した地元の協力のある地

域性が魅力的だと感じました。
・自分のライフスタイルに合わせた学校選びができました。
・子どもが毎日たのしく登校しています。
▼転入学の要件
　①網田小・網田中の教育活動に賛同すること
　②通学は，保護者の負担と責任で行うこと
　③網田小・中ＰＴＡ活動に積極的に協力すること
▼申請方法
　申請書・必要書類を学校教育課へ提出し，面談を受けて
ください。申請は随時受け付けます。

 学校教育課 総務係 ☎（22）6500（内線307）
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児童センターからのお知らせ

「人形劇公演」を開催します
子育て中のお母さん集まれ	！

つどいの広場「子育て講座」
　プロの劇団による楽しい人形劇公演です。テレビやゲー
ムからちょっと離れてファンタジーの世界に浸ってみませ
んか？入場料は無料で，事前の申し込みも不要です。この
機会にぜひ一度ご覧ください ！

日　時　3月11日（土）
　　　　午前10時〜11時（開場9時30分）
場　所　花園コミュニティセンター
対象者　小学生および幼児とその保護者
劇団名　ファンタジア人形劇
演　目　「アリとキリギリス」ほか

　つどいの広場「サンサン」は，親と子が一緒に遊んだり，
子育ての相談ができるスペースで，児童センター2階にあ
ります。つどいの広場では，月に1回，子育て講座を実施し
ています。3月の講座は，小林香織先生による「ベビーサイ
ン」についてのお話です。事前申し込みの必要はありませ
ん。気軽にご参加ください。

日　時　3月29日（水）
　　　　午前10時〜11時（9時45分開場）
場　所　児童センター3階　音楽室
講　師　小林香織さん（日本ベビーサイン協会認定講師）
対象者　乳幼児（0〜3歳児）とその保護者
参加費　無料
※駐車場は市役所仮設庁舎の駐車場をご利用ください。

 児童センター ☎（23）3303
 つどいの広場　☎（22）2408

　  子育て支援課 子育て支援係 ☎（22）1111（内線421）

　児童センターでは 5 月から開催する平成 29 年度のサークル生を募集します。サークルの受講を希望される方は，3
月 15 日（水）〜 4 月 14 日（金）の期間に，保護者の方が児童センター窓口でお申し込みください。申込み多数の場
合は抽選になります。また，申し込みが少ないサークルは開講しない場合があります。 

サークル名 対象 活動内容 開催日時 定員・受講料

英語そろばん
（2クラス） 小学生

英語に親しみながら，計算力・暗算
力はもちろん集中力・忍耐力・積極
性を養います。

①第 1・3 土曜日
②第 2・4 土曜日

午前 10 時〜 11 時
各 20 人

月額 500 円

ジョイ・ストリート 小学生 体で表現する楽しさを感じながら，リ
ズム感や体力・柔軟性が養われます。

第 1・3 土曜日
午前 9 時〜 10 時30分

20 人
月額 500 円

手芸教室 小学生
（3 〜 6 年生）

手芸など，自分で作る楽しさや満足
感が味わえます。

第 1・3 土曜日
午後 1 時 30 分〜 3 時

15 人
月額 500 円

体育教室
（2クラス）

小学生
（1 〜 3 年生）

鉄棒・とび箱・マット運動など，楽
しみながら運動技能を身につけます。

第 2・4 土曜日
①午前 9 時〜 10 時
②午前 10 時 10 分〜　
　　　 11 時 10 分

各 15 人
月額 500 円

宇土市児童合唱団 4 歳児〜小学生 元気な歌声が響きあい，ステキなハー
モニーが生まれます。

第 1・3 土曜日
午後 1 時 30 分〜 3 時

30 人
月額 500 円

囲碁クラブ 小学生 集中力・創造力を育み，発想が豊か
になる頭脳ゲームです。親子で参加
できます。

第 1・3 土曜日
午前 10 時〜 11 時

15 人
年額 500 円

将棋クラブ 小学生 第 2・4 土曜日
午前 10 時〜 11 時

15 人
年額 500 円

ハローフレンズ
H23.4.2 〜

H25.4.1 生まれと
その保護者

英語の手遊びやマザーグース（わら
べ歌）などを親子で楽しみます。

第 1・3 金曜日
午後 3 時 30 分〜

　 4 時 30 分
15 組

月額 500 円

ぴょんぴょん広場
（2クラス）

H25.4.2 〜
H27.4.1 生まれと

その保護者
季節の遊びを楽しみながら，子ども
や親同士の仲間づくりをします。

①毎週木曜日
②毎週金曜日

午前 10 時〜 11 時
各 15 組

年額 1,000 円

※ 1 人につき 2 サークルまで参加できます。開催曜日や時間等を考慮し，お申し込みください。
※受講料は 5 月〜 11 月分，12 月分〜 3 月分と 2 回に分けて徴収します。途中退会に伴う受講料の返金はできませんのでご了承ください。 

 児童センター ☎（23）3303

募 集児童センターサークル生を します
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仮
設
庁
舎
１
階
の
税
務
課
課
税
係
で
で
き
ま
す
！

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧
・
閲
覧

縦
覧
制
度
と
は

　
縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
が
自
己
の
固

定
資
産
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を
判

断
で
き
る
よ
う
、
他
の
土
地
や
家
屋
の
価

格
と
比
較
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
た
だ

し
、土
地
（
家
屋
）
の
納
税
者
は
、家
屋
（
土

地
）
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

縦
覧
期
間
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　
4
月
3
日
（
月
）
～
6
月
30
日
（
金
）

縦
覧
手
数
料
　
無
料

縦
覧
内
容

▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
　
所
在
・
地
番
・

地
目
・
地
積
・
価
格

▼
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
　
所
在
・
家
屋

番
号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格

閲
覧
制
度
と
は

　
閲
覧
制
度
と
は
、
納
税
義
務
者
が
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
自
己
の
資
産
に
つ

い
て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。
宇
土
市
で
は
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
（
土
地
、
家
屋
）
の
閲
覧
と
し
て
、

名
寄
帳（
3
0
0
円
）を
発
行
し
て
い
ま
す
。

縦
覧
・
閲
覧
の
際
に
持
参
す
る
物

①
窓
口
に
来
ら
れ
た
本
人
の
身
分
確
認
が

で
き
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
公
的
機
関
発

　

消費者トラブル注意報

医療費などの還付金がＡＴＭで支
払われることは絶対にありません！！
―「お金が返ってくるのでＡＴＭへ行くように」は詐欺です―

振り込め詐欺を撃退しましょう！

　市役所や税務署，社会保険事務所などの職員を名乗り
「医療費の還付金の手続きをする」「税金の還付金がある」
などと言って，コンビニなどのＡＴＭに誘導し，お金を振り込
ませようとする不審な電話に関する相談があっています。
　医療費などの還付金がＡＴＭで支払われることは絶対に
ありません。
　このような不審な電話があっても，相手方の説明をうの
みにせずに，すぐに警察や消費生活センター等に相談して
ください。

　昨年，宇城管内では，8件の振り込め詐欺
（オレオレ詐欺3件，架空請求詐欺2件，還付
金等詐欺3件）が発生しています。詐欺の手
口を知り，被害を防ぎましょう。
▼オレオレ詐欺
　　子ども等の名前をかたり，「携帯電話番号を変えた」と

嘘を言った後，「お金を送ってくれ」と電話し，銀行の窓口や
ＡＴＭで送金させる。

▼架空請求詐欺
　　「サイト登録料金や利用料金が未納」等のメールや葉書

等を送りつけ，利用料金名目で，現金をだまし取る。
▼融資保証金詐欺
　　実際には融資しないにもかかわらず「低金利で融資す

る」等と書かれた葉書等を送り，融資を求めてきた客に保
証金名目等で送金させる。

▼還付金等詐欺
　　役所等をかたり「金の過払い分をＡＴＭで還付する」等

と言って，ＡＴＭを操作させ，送金させる。
　　あやしいと思ったらすぐにお電話ください ！
 ★宇城警察署	☎（33）0110
	★振り込め詐欺相談ホットライン（警察本部内）
　	☎096（381）2567（振り込むな）

行
の
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
納
税
通

知
書
、
保
険
証
な
ど
）

②
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
印
鑑

※
追
加
で
持
参
す
る
物
が
必
要
な
方

・
代
理
人
は
委
任
状

・
借
地
借
家
人
は
、
賃
貸
借
契
約
書

・
法
人
は
、
法
人
印
押
印
の
委
任
状

・
新
所
有
者
は
、
登
記
事
項
要
約
書
や
登

記
事
項
証
明
書
な
ど�

 

税
務
課�

課
税
係
　

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
５
１
１・５
１
２
）

縦覧・閲覧できる方 縦覧 閲覧
納税者（固定資産税が課せられる納税義務者） ○ ○
納税者でない納税義務者（1 月 1 日現在固定資
産所有者） × ○

納税者と同居の親族 ○ ○
納税者と別居の親族 × ×
納税者から委任された代理人（委任状持参の者） ○ ○
納税管理人・相続人 ○ ○
借地・借家人（有料で土地・家屋を借りている方） × ○
賦課期日（1 月 1 日）以降の新所有者 × ○

※納税義務者とは，1 月 1 日現在，固定資産課税台帳に固定資産の所有者とし
て登録されている方をいいます。

※免税点未満等で納税額が出ない方は「納税義務者」ですが「納税者」ではあ
りません。

 宇土市消費生活センター ☎（23）3251

宇城警察署だより

Pickup
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INFO

名
水
茶
会
は

時
期
を
変
更
し
て
開
催
し
ま
す

　
昨
年
度
は
、
桜
の
開
花
に
あ
わ
せ
て
茶

会（
名
水
観
桜
茶
会
）を
開
催
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
仲
秋
の
名
月（
10
月
）に
あ
わ

せ
て
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
広
報
う
と
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

商
工
観
光
課�

商
工
観
光
係

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
6
1
3
）

INFO

う
と
花
園
桜
ま
つ
り
は

中
止
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
桜
の
開
花
に
あ
わ
せ
て
、

う
と
花
園
桜
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
、
立
岡
の
素
晴
ら
し
い
桜

を
よ
り
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
く
た

め
、
1
日
限
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、

開
花
期
間
中
の
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど

の
環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
う
と
花
園
桜
ま
つ

り
は
中
止
し
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

商
工
観
光
課�

商
工
観
光
係

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
6
1
3
）

INFO

転
出
や
廃
車
、
譲
渡
に
伴
う

『
軽
自
動
車
税
』
手
続
き
の
ご
案
内

　
軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
や
オ
ー
ト

バ
イ
な
ど
に
対
し
、
主
た
る
定
置
場
の
所

在
す
る
市
町
村
に
お
い
て
、
そ
の
4
月
1

日
現
在
の
所
有
者
に
課
せ
ら
れ
る
税
金
で

す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
市
外
へ

転
出
す
る
場
合
や
車
両
を
廃
車
し
た
り
譲

渡
し
た
方
は
、
3
月
末
日
ま
で
に
次
の
と

こ
ろ
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
引
き
続
き
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
お
よ
び

　
小
型
特
殊
自
動
車
�

税
務
課�
課
税
係

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
5
0
9
）

▽
１
２
５
㏄
を
超
え
２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク

　（
軽
二
輪
）お
よ
び
軽
自
動
車

�

軽
自
動
車
検
査
協
会�
熊
本
事
務
所

　
☎
0
5
0（
3
8
1
6
）1
7
5
8

▽
２
５
０
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク（
自
動
二
輪
）

�

熊
本
運
輸
支
局
　

　
☎
0
5
0（
5
5
4
0
）2
0
8
6

INFO

制
度
を
新
設
し
ま
し
た
！

災
害
に
係
る
自
動
車
取
得
税
を
免
除

　
熊
本
県
で
は
、
災
害
に
よ
り
滅
失
ま
た

は
損
壊
し
た
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
が
、

そ
れ
に
代
わ
る
自
動
車
を
取
得
し
た
場
合

に
、
そ
の
自
動
車
取
得
税
を
免
除
す
る
制

度
を
新
設
し
ま
し
た
。
免
除
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
、
代
替
自
動
車
の

取
得
時
期
に
よ
り
、
個
人
ご
と
に
申
請
期

限
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
自
動
車

税
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

　
☎
0
9
6（
3
6
8
）4
0
2
0

INFO

熊
本
地
震
に
よ
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
減
免
申
請
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
！

　
熊
本
地
震
に
よ
り
、
住
家
の
被
災
程
度

が
全
半
壊
の「
り
災
証
明
書
」を
交
付
さ
れ

た
方
は
、
平
成
28
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
減
免
に
該
当
し
ま
す
。
申
請

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の
で
、
未
申
請

の
方
は
、
期
限
内
に
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
4
月
13
日（
木
）ま
で

※
平
成
29
年
3
月
中
に
75
歳
に
な
る
方
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
が
届
い
て
か
ら
4
月
25
日（
火
）ま
で

が
申
請
期
限
と
な
り
ま
す
。

保
険
課�

国
保
年
金
係

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
4
2
4
）

INFO

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

　
青
色
申
告
と
は
、
毎
日
の
取
引
を
き
ち

ん
と
帳
簿
に
記
帳
し
、
そ
の
帳
簿
に
基
づ

い
て
正
し
く
所
得
や
税
額
を
計
算
し
申
告

す
る
こ
と
で
、
提
出
す
る
書
類
が
青
い
こ

と
か
ら
青
色
申
告
と
呼
び
ま
す
。
青
色
申
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熊
本
県
内
の
装
飾
古
墳
を

一
斉
公
開
し
ま
す

　
熊
本
県
内
8
カ
所
の
装
飾
古
墳
の
内
部

を
公
開
し
ま
す
。
普
段
は
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
古
墳
を
含
め
て
、
こ
の
一
斉
公
開

日
は
専
門
職
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見

学
で
き
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。
直

接
現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
3
月
25
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場
　
塚
坊
主
古
墳（
和
水
町
）、
石
貫
ナ

ギ
ノ
横
穴
群
、
石
貫
穴
観
音
横
穴
、
大

坊
古
墳（
以
上
玉
名
市
）、
横
山
古
墳
、

馬
塚
古
墳（
以
上
山
鹿
市
）、
京
ガ
峰
横

穴
群（
錦
町
）、
大
村
横
穴
群（
人
吉
市
）

県
立
装
飾
古
墳
館

　
☎
0
9
6
8（
36
）2
1
5
1

健
　
康

緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
や
自
分
の
た
め
に

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
最
近
、
医
療
機
関
で
は
、
救
急
外
来（
休

日
や
夜
間
）の
受
診
が
増
え
て
お
り
、
緊
急

性
の
高
い
重
症
患
者
の
治
療
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
が
安
心
し
て

治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
救
急
外
来
の
受
診
は
、
医
療
費
も
割
増

料
金
で
高
く
な
る
た
め
、
体
調
が
す
ぐ

告
を
す
る
と
税
法
上
多
く
の
特
典
が
受
け

ら
れ
、
白
色
申
告
に
比
べ
て
税
金
が
安
く

な
り
ま
す
。
青
色
申
告
を
始
め
る
に
は
、

個
人
の
場
合
、
3　
月
15　
日（
水
）ま
で
に
、

最
寄
り
の
税
務
署
に「
青
色
申
告
承
認
申
請

書
」を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

請
を
行
え
ば
、
平
成
29
年
分
の
所
得
か
ら
、

青
色
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
本
部
で
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る

農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度

の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
省�

九
州
農
政
局

　
☎
0
9
6（
3
0
0
）6
0
2
0

　����
0
9
6（
3
0
0
）6
0
2
4

INFO

4
月
か
ら
建
築
確
認
申
請
等
の

窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　
建
築
確
認
申
請
や
各
種
届
出
等
は
、
4

月
か
ら
県
央
広
域
本
部
が
窓
口
と
な
り
受

付
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
宇
城
地
域

振
興
局
で
の
受
付
・
相
談
対
応
は
3
月
で

終
了
し
ま
す
。
な
お
、
郵
送
で
の
申
請
や

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
相
談
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
央
広
域
本
部
土
木
部
景
観
建
築
課
　

　（
九
州
農
政
局
八
王
寺
分
室
内
）

　
〒
8
6
0-

0
8
3
1

　

熊
本
市
中
央
区
八
王
寺
町
1-

20

　
☎
0
9
6
（
2
7
3
）
9
6
3
4

　�

�

0
9
6
（
2
7
3
）
9
6
4
0

　

oudokeikan25@pref.kumamoto.�lg.jp

INFO

手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
を

開
催
し
ま
す

　
地
域
で
手
話
奉
仕
員
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
く
方
を
養
成
す
る
研
修
で
す
。
手
話
奉

仕
員
の
活
動
に
よ
り
聴
覚
障
が
い
の
方
の
社

会
参
加
と
自
立
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

講
座
内
容

①
入
門
課
程（
全
18
日
程
）

　
4
月
6
日（
木
）
～
8
月
10
日（
木
）　

　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
6
時
45
分
～
8
時
45
分

②
基
礎
課
程（
全
28
日
程
）

　
9
月
7
日（
木
）
～
3
月
29
日（
木
）

　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
6
時
45
分
～
8
時
45
分

※
基
礎
課
程
受
講
者
は
、
入
門
課
程
を
履

修
さ
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。
途
中
か
ら

基
礎
課
程
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

会
場
　
宇
城
市
松
橋
公
民
館

　（
宇
城
市
松
橋
町
松
橋
5
6
4
番
地
）

受
講
料
　
無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
料
7
、

1
4
0
円
そ
の
他
教
材
等
で
実
費
負
担

あ
り
）

受
講
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
有
し
手
話
通
訳
活
動
を
目
指
す
方

受
講
申
込
　
4
月
6
日（
木
）か
ら
5
月
11

日（
木
）ま
で
に
会
場
で
テ
キ
ス
ト
料
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

　
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
6-

9-

4

　
☎
0
9
6（
3
8
3
）5
5
8
7

　�

�

0
9
6（
3
8
4
）5
9
3
7
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ス
ポ
　
ツ

　

熊
本
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
2
0
1
7

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
参
加
者
募
集

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
高
齢

者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、

第
29
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家

の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
4
月
15
日（
土
）
～
5
月
16
日（
火
）

競
技
種
目（
16
種
目
）

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
健
康

マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

競
技
会
場

　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
な
ど

参
加
資
格
　
県
内
在
住
者
で
、
平
成
30
年

4
月
1
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
、
50
歳
代
の
方

の
オ
ー
プ
ン
参
加
を
認
め
ま
す
。

参
加
費
　
個
人
競
技
は
1
人
1,
0
0
0
円

で
す
。
団
体
競
技
は
種
目
で
金
額
が
異

な
り
ま
す
。

募
集
期
間
　
3
月
1
日（
水
）
～
31
日（
金
）

申
込
方
法
　
高
齢
者
支
援
課
に
設
置
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
0
9
6（
3
5
4
）3
0
8
3

れ
な
い
と
感
じ
た
ら
、
軽
い
症
状
で
も

診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、
気
に
な

る
こ
と
は
、
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
受
け
て
い
る
治
療
に
不
安
が
あ
り
、
複

数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
、

医
療
費
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
重
複

す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
り
、
か
え
っ
て

体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
治
療
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
医

師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効
能
・
効

果
を
持
ち
、
費
用
も
安
く
済
み
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場

合
は「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」を
医
療
機
関
や
薬
局
に
提
示
し
、
利

用
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
薬
の
副
作
用
は
、
飲
み
合
わ
せ
で
強
く

で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
既
に
処
方
さ

れ
て
い
る
薬
が
あ
る
場
合
は
、
医
師
や

薬
剤
師
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
薬

が
余
っ
て
い
る
場
合
は
、
医
師
や
薬
剤

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
課�

国
保
年
金
係

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
4
2
4
）

国
民
健
康
保
険
＆
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
の
方
へ

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
初
期

に
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
症
状

が
現
れ
始
め
た
頃
に
は
す
で
に
悪
化
し
て

い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ま
た
、
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
年
に

1
回
は「
健
康
診
査
」を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
日
程
は
、33
ペ
ー
ジ
の
保
健
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

検
査
項
目
　
問
診
、身
体
測
定
、血
圧
測
定
、

血
中
脂
質
検
査
、
血
糖
検
査
、
尿
検
査
、

貧
血
検
査
な
ど

保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
22
）2
3
0
0

参
加
費
・
申
込
み
不
要

肝
炎
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

　
肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者
や
そ
の
ご

家
族
な
ど
肝
炎
に
関
心
の
あ
る
方
の
た
め

の
情
報
交
換
の
場
で
す
。
肝
臓
の
病
気
に

対
す
る
疑
問
や
、
治
療
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所
日
時

天
草
地
域
健
診
セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室

　
3
月
3
日（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
講
堂

　
3
月
7
日（
火
）

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

熊
本
労
災
病
院
中
央
診
療
棟
5
階
会
議
室

　
3
月
9
日（
木
）

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

熊
本
県�

健
康
危
機
管
理
課

　
☎
0
9
6（
3
3
3
）2
7
8
3
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小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
加
入
団
体
で
の

活
動
中
お
よ
び
団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事

故
を
補
償
す
る
も
の
で
、
傷
害
保
険
・
賠
償

責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
保
険
で
す
。
万
一
の
ケ
ガ
や
賠

償
責
任
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
受
付
　
3
月
か
ら
開
始

加
入
要
件
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
を
行

う
4
人
以
上
の
団
体

掛
金
　
中
学
生
以
下
　
年
額
8
0
0
円
か
ら

※
高
校
生
以
上
は
活
動
内
容
に
よ
り
金
額
が

異
な
る
た
め
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会�

熊
本
県
支
部

　
☎
0
9
6（
2
1
3
）9
0
1
5

市
軟
式
野
球
連
盟
か
ら
お
知
ら
せ

　
3
月
18
日
に
市
軟
式
野
球
連
盟
総
会
を

開
催
し
ま
す
。
チ
ー
ム
登
録
も
併
せ
て
行

い
ま
す
の
で
、
社
会
体
育
移
行
に
伴
い
、

新
た
に
チ
ー
ム
を
発
足
さ
れ
て
い
る
部
や

関
係
者
の
方
は
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象
　
一
般（
社
会
人
）、
少
年
部（
中
学

生
）、
学
童（
小
学
生
）

宇
土
市
体
育
協
会
事
務
局

　
☎（
23
）2
6
4
7（
内
線
3
1
6
）

し
ご
と

週
に
２
日
間
、
防
災
棟
で
出
張
相
談

宇
土
市
地
域
職
業
相
談
室

　
地
域
職
業
相
談
室
は
、
熊
本
地
震
の
影

響
で
閉
鎖
し
て
い
ま
す
が
、
週
2
日
出
張

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
出
張
相
談
内
容

　
専
門
相
談
員
が
、
職
業
相
談
と
職
業
紹

介
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
宇
城
が
発
行
す
る
求
人
情
報
誌
の
閲
覧

や
職
業
に
関
す
る
制
度
の
案
内
お
よ
び
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
案
内
も
行
い
ま
す
。

※
求
人
検
索
用
の
パ
ソ
コ
ン
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
準
備
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
客
様
と
一
緒
に
希
望

条
件
を
確
認
し
、
求
人
票
や
紹
介
状
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
雇
用
保
険
や
職
業
訓
練
の
手
続
き
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
求
職
活
動
の
押
印
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
検
索
お
よ
び

職
業
相
談
を
通
じ
て
可
能
で
す
。

場
所
　
市
役
所
防
災
棟�

会
議
室

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

　（
相
談
日
は
P
2-

3
の
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
城�

☎（
32
）8
6
0
9

商
工
観
光
課�

商
工
観
光
係

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
6
1
3
）

ご
存
知
で
す
か
？

育
児
・
介
護
休
業
法
お
よ
び
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
妊
娠
や
出
産
、
育
児
期
や
家
族
の
介
護

が
必
要
な
時
期
に
、
男
女
と
も
に
離
職
す

る
こ
と
な
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き
る
社
会

の
実
現
や
雇
用
環
境
の
整
備
を
目
的
に
育

児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
育
児
休
業
や
介

護
休
業
の
申
出
が
で
き
る
有
期
契
約
労
働

者
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
ほ
か
、
介
護
休

業
の
分
割
取
得
や
子
の
看
護
休
暇
、
介
護

休
暇
の
半
日
単
位
の
取
得
等
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
の
改
正
に
よ
り
、
妊
娠
・
出
産
、

育
児
・
介
護
休
業
等
に
関
す
る
言
動
に
よ

り
労
働
者
が
就
業
環
境
を
害
さ
れ
る
こ
と

（
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
）が
無
い
よ
う
雇
用
管
理
上
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
熊
本
労
働

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
0
9
6（
3
5
2
）3
8
6
5

ご
利
用
は
無
料
で
予
約
制

あ
な
た
の
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
再
就
職
し
た
い
け
ど
、
ど
ん
な
就
職
活

動
を
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
自
分

に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
。
面
接
を
受
け
る
前
に
、
自
分
の
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　　宇土市ホームページ
 http://www.city.uto.kumamoto.jp/
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　　　　　 …FAX　 …メールアドレス　 …ホームページ

HP

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
し
た
い
。

履
歴
書
な
ど
の
応
募
書
類
の
書
き
方
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
。
そ
ん
な
時

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
間（
1
回
1
時
間
程
度
）

　
　（
月
～
金
）午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　（
土
）　
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時
　

場
所
　
熊
本
市
中
央
区
水
道
町
8-

6

　
　
　
朝
日
生
命
ビ
ル
1
階
　

県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
6
（
3
5
2
）
0
8
9
5

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

　
人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官

採
用
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）の
受
験
者
を

募
集
し
ま
す
。申
込
受
付
は
3
月
31
日（
金
）

か
ら
で
す
。
受
験
資
格
等
の
詳
細
は「
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」ま
た
は「
採
用
情
報
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」を
検
索
す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
受
付
期
間
お
よ

び
申
込
先
は
、
申
込
方
法
お
よ
び
希
望
す

る
第
1
次
試
験
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
み

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
☎
03（
3
5
8
1
）5
3
1
1（
内
線
3
3
2
）

▼
郵
送
ま
た
は
持
参
で
の
申
込
み

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修

　
☎
0
9
6（
3
5
4
）6
1
7
1（�

内
線
0
4
6
）

宇
土
税
務
署
☎（
22
）0
4
1
0

相
　
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

消
費
生
活
相
談
に
応
じ
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
生
活

に
関
す
る
問
題
や
多
重
債
務
の
お
悩
み
な

ど
、
専
門
の
知
識
を
持
っ
た
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
心
配
ご
と
、
困
り
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時
　
月
・
火
・
水
・
金
曜
日

　
　
　（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所
　
宇
土
市
民
体
育
館
内

相
談
方
法
　
来
庁
、
ま
た
は
電
話
相
談

宇
土
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎（
23
）3
2
5
1

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

　
多
重
債
務
や
遺
産
相
続
な
ど
、
司
法
書

士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
予

約
制
で
、
相
談
時
間
は
一
人
30
分
以
内
で

す
。

日
時
　
3
月
23
日（
木
）

　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

場
所
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
宇
土
市
民
体
育
館
内
）

定
員
　
6
人

申
込
方
法
　
電
話
で
空
き
状
況
を
確
認
の

う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

�

商
工
観
光
課�

商
工
観
光
係

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
6
1
2
）

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

人
権
相
談
に
応
じ
ま
す

　
人
権
問
題
や
家
庭
問
題
な
ど
、
人
権
擁

護
委
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
、
困
り

ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
3
月
16
日（
木
）

　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

場
所
　
宇
土
合
同
庁
舎
　
1
階
会
議
室

備
考
　
右
記
以
外
に
も
月
曜
日
か
ら
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）に
、
法
務
局
宇
土
支

局
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

法
務
局
宇
土
支
局�

☎（
22
）
0
3
2
0
　

総
務
課�

行
政
係
　

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
2
1
0
）

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

行
政
相
談
に
応
じ
ま
す

　
国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る
意
見
や

苦
情
な
ど
、
行
政
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
3
月
8
日（
水
）・
22
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所
　
市
役
所
防
災
棟�

会
議
室

総
務
課�
行
政
係

　
☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
2
0
9
）

震
災
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
悩
み
を

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

　
熊
本
地
震
で
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き

な
揺
れ
を
経
験
し
、
深
刻
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
誰
も
が
傷
つ
き
戸
惑
い
途
方
に

暮
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
け
る
よ
う
、
県
は

「
熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

し
て
い
ま
す
。
少
し
話
す
だ
け
で
気
持
ち

が
軽
く
な
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
安
心
し
た

気
分
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
お
電
話
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
6（
3
8
5
）3
2
2
2

　（
平
日�

午
前
9
時
～
午
後
4
時
）

非
行
や
犯
罪
で
お
悩
み
の
方
は

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
宇
城
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
は
、
経
験
豊
か
な
保
護
司
が
常
駐

し
て
お
り
、
地
域
住
民
か
ら
の
非
行
や
犯

罪
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内

容
な
ど
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
秘
密
を
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所
　
熊
本
県
宇
城
総
合
庁
舎
1
階

　
　
　（
宇
城
市
松
橋
町
久
具
4
0
0-

1
）

宇
城
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎（
32
）0
3
3
2
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NPO法人 幸サポート主催婚活 参加者募集

運命の巡り合いパーティー
…………………………………………………………
　NPO法人幸サポート（新町2丁目）は，県内在住の一人暮
らしの高齢者や独身の方々に対して，高齢者生活支援や婚
礼活動のサポートに関する事業を行い，現在問題になってい
る少子高齢化の解消を目指して活動している団体です。
　宇城広域連合の結婚活動支援企業サポーターとしても活
動しており，今回，30 ～ 50代の方を対象とした婚活イベン
トを開催します。多くの方のお申込みお待ちしています。
▼日時　第4回　3月20日（月・祝）※申込締切3月17日（金）
　　　　　　　  正午スタート（受付11時30分）
　　　　第5回　3月26日（日）※申込締切3月23日（木）
　　　　　　　  午後5時スタート（受付4時30分）
▼場所　ＢＡＲシェネル（本町3丁目光ビル２Ｆ）
▼会費　男性3,500円　女性2,500円　※飲物軽食含む
▼対象　男女ともに30 ～ 50代の方
▼申込方法　参加希望の方はお電話でお申し込みください。
▼その他　男性はジャケット着用で，最初の会話中のみ禁煙です。

こころも体も
　食から育つ

…………………………………………………………
～地球のパワーとつながる食べ方とは～

　宇土市学校給食を考える会は，給食に関心を持ってもらう
とともに家庭での食生活の見直しを推進するため，給食セン
ターの栄養士の先生との交流や学校給食メニューを使った親
子料理教室を行っています。今回，吉田俊道氏をお呼びして

「食」をテーマに講演会を開催します。ぜひご来場ください。

－講師プロフィール－
全国の学校や保育園で生ごみ
リサイクルの元気野菜づくり
や食生活改善を指導。食改
善を実践した小中学校では，
低体温が回復して欠席者が減
少したり，集中力もアップし
たそうです。長崎県環境アド
バイザー。主な著書に「命輝
く元気野菜のひみつ」「生ごみ
先生のおいしい食育」など

▼日時　3月18日（土）午前10時～ 12時
▼場所　宇土市民会館大会議室
▼講師　吉田俊道（ＮＰＯ法人 大地といのちの会理事長）
▼料金　500円（資料代）※小中高生無料

家庭倫理講演会　つながる
…………………………………………………………
　私たち家庭倫理の会は，全国に207の拠点を擁し，和やか
な家庭づくりや，自分がより輝くための学習，そして地域社会
をより良くしていく活動を長年にわたり展開してきました。今年は

「つながる」をテーマに家庭・家族の絆を強固にすることはもと
より，私たち一人ひとりが何とどのようにつながることが大切な
のかを共に考え，より豊かな人生を創造していく契機となること
を願って講演会を開催します。どうぞ奮ってご参加ください。
▼日時　3月12日（日）午前10時～ 11時40分
▼場所　松橋ホワイトパレス（開場9時30分）
▼講師　中西康成（倫理研究所理事）
▼料金　1,000円（申込不要）※無料託児あり

 家庭倫理の会宇城（吉永）☎090(2581)7490

バドミントンクラブ 宇土ジュニア 会員募集
…………………………………………………………
　バドミントンの面白さを子どもたちに感じてもらいたいと思い，
会員を募集します。みんなで楽しく羽を打ってみませんか？
▼募集　小学1年生～中学1年生
▼日時　毎週月･水･木･土曜　
　           午後5時30分～ 7時30分
▼場所・料金　お問い合わせください

 宇土ジュニア（松山）☎(23)1315

熊本県青年塾 温知館講座「郷土の先人に学ぶ」シリーズ第8弾

戦争体験を語る
…………………………………………………………
　地域おこし一筋の（一社）熊本県青年塾では，「地域について
考え，自らの知恵と力で切り拓いていく」という理念のもと，温
知館講座を開催しています。今回は，戦争体験について，大
橋敏雄さんと藤末皐月さんに戦争当時の悲惨な体験や思いを
お話いただきます。戦後70年以上が経過し，その記憶が次第
に薄れ，記録もなく
なりつつある今だか
らこそ，戦争の悲
惨さを後世へと継
承していかなけれ
ばと考えています。
多くの方々のご来
場をお待ちしていま
す。

「市民のひろば」は，市民や団体，事業所などが投稿するコーナーです。

市民のひろば
行政情報ではありません。ご不明な点などありましたら , 各問い合わせ先へお尋ねください。

 熊本県青年塾（岩下）☎090（5731）6978 ※10時～ 14時のみ

 ＮＰＯ法人 幸サポート（井上） ☎090（2517）8910

 宇土市学校給食を考える会（松島） ☎（22）2396 粟嶋神社 ☎（22）1197

全国で大人気！
「菌ちゃん先生」

講演会

▼日時　3月18日（土） 午後2時～ 4時15分（開場1時30分）
▼場所・料金　宇土市民会館大会議室（入場無料）
▼内容　第1部 「熊本大空襲」大橋敏雄（新町3丁目）
　　　　第2部 「銃後のくらし」藤末皐月（岩古曽町） 
　　　　第3部 大橋・藤末トークセッシｮン 進行 髙木恭二

広報うと◆ 2017/3 ◆〈24〉



市民会館ギャラリー1F

「であい館」で展示しませんか？
……………………………………
　市民会館1Ｆギャラリーの「であい館」
は，気軽に利用できる展覧ギャラリーで
す。
　作品を照らすLED投光機や給湯室も
あり，絵画や写真，焼き物，生け花，
絵手紙などの個展やグループ作品展示
にご利用いただけます。過去には，「個
展なんて・・・」とおっしゃるお友だちに，
会場をプレゼントされた方もおられ，と
ても素敵な展示会になりました。ぜひご
利用ください！
▼会期　水曜～月曜（6日間）
　　　　午前9時～午後5時
▼料金　5,000円（冷・暖房費別）
　　　　※販売目的の場合30,000円

第17回　グループわかば　作陶展

器に夢をのせて
……………………………………
　『グループわかば』は，蒼土窯の前田和
先生に教えを受け，毎週月曜日と水曜日
にメンバー 14人で楽しく作陶しています。
　今回，会員が使い勝手などを考え一
生懸命作った50点余りの花器や食器を
展示する作陶展を開催します。
個性豊かな作品がたくさんあります。皆
さまのご来場をお待ちしています。
▼日時　3月22日（水）～ 27日（月）
　　　　午前10時～午後4時
　　　　※22日は13時開場
▼場所　市民会館ギャラリー であい館

『グループわかば』では，一緒に作陶を行う
メンバーも募集しています。活動場所は市
中央公民館の分館です。作陶に興味のあら
れる方もぜひお気軽にお越しください。

とよのワンダフルＤＡＹ
……………………………………
　熊本県立豊野少年自然の家では，地
元住民や団体に参加してもらい，自然の
家への理解と利用促進を図るとともに，
施設と地域の連携
を深めることを目
的に『とよのワンダ
フルＤＡＹ』を開
催します。ぜひご
来場ください。
▼日時　3月5日（日）
　　　　午前10時～午後3時
▼場所　豊野少年自然の家
　　　　※雨天の場合は館内で実施
▼内容　
ものづくり体験

（シュシュ，ミニ焼杉，貝殻ストラップ等）
うまかもん販売

（カレー，パン，クレープ，からあげ等）
チャレンジブース

（やまめつかみ，スラックライン）
フリーマーケット・アトラクション

（地域住民や保育園児によるダンス等）
▼入場料　無料

ちょっと拝見あなたの街のお元気クラブ

「岩熊地区」をご紹介！
……………………………………

　岩熊地区では，毎月第4木曜日に「お
元気クラブ」を開催しています。男性の
参加者も多く，和気あいあいとしていて
暖かい雰囲気です。参加者の１人でもあ
る前田嘱託員から「皆さん仲良く・楽しく・
まとまり良く！をモットーに体を動かして
います。それが，長く続いている秘訣で
す。」とコメントをいただきました。

お元気クラブは誰でも参加することが出来ま
す。健康に対して興味のある人はぜひお問
い合わせください。

　宇土マリーナ

潮風マルシェ　
……………………………………

　ハンドメイドの小物やアクセサリーな
ど，そしてうまいものが大集合!! 総勢40
店舗が出展。
　凧作りなどのワークシｮップもあります。
　心地よい潮風とともに春の一日をお楽
しみください。

▼日時　3月19日（日）
　　　　午前10時～午後4時
▼場所　宇土マリーナ横芝生広場
　　　　（宇土市下網田町3084-1）
詳しくはこちら http://okoshikikan.net

ミニ鳥居くぐり

粟嶋神社春季大祭
……………………………………

　「粟嶋さん」の愛称で親しまれ, 約300
年前の建立といわれる粟嶋神社。境内
に据えられた高さ30㎝ほどのミニ鳥居
は, 約200年前, 同神社に祈願して大病
が治った信者が, 治癒のお礼にと感謝を
込めて建てたものです。
　この鳥居をくぐると安産や婦人病, 無病
息災にご利益があるといわれており, 県内
外から多くの女性の参拝者が訪れます。

▼日時　3月1日（水）～ 3日（金）
　　　　午前8時～午後5時
▼場所　粟嶋神社（宇土市新開町557）

 宇土市民会館☎(22)0188
 グループわかば（上田）

　 ☎090（9488）7960
 高齢者支援課 介護保険係

　  ☎（22）1111（内線415）

 熊本県立豊野少年自然の家 
　  ☎（45）3855 宇土マリーナ ☎（58）4500  粟嶋神社 ☎（22）1197

「市民のひろば」に掲載しませんか？
　広報うとの「市民のひろば」では，市民サークルなどの催し案
内や会員募集など，市民の皆さまの活動を紹介しています。
原稿締切　掲載希望月の前月の 1 日 ※ 1 日が休日の場合は前日

注）原稿内容または，紙面の都合で掲載を調整する場合があります。
　　営利目的の内容は掲載をお断りします。

申込方法　原稿（200 文字以内＋写真 1 枚）を作成のうえ，まちづくり
　　　　　推進課（広報担当）まで申し込んでください。原稿は，デー
　　　　　タでも受け付けます。
申 込 先　まちづくり推進課 情報支援係 広報担当　　
　　　　　☎（22）1111（内線 811）　FAX（22）2928
　　　　　� machi03@uto.kumamoto.jp
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1月16日　300個の絵馬を奉納

市観光物産協会 絵馬奉納
　宇土市神馬町にある西岡神宮に絵馬約300個が奉納
されました。この絵馬は，市観光物産協会（本田修会長）
が熊本地震からの一日も早い復旧と復興や市民の皆さまに
とって良き一年になることを祈念し用意したもので，昨年の
12月1日から仮設庁舎の玄関前に設置していた竹の掛け
台に掛けてあったものです。
　奉納された絵馬には「新年が災害なく安全安心で幸せな
年でありますように！」「家族みんな，宇土の人たちが明るく，
元の生活に早く戻れますように」「地震が早く治まりみんな
が元の生活に戻れますように」などといった震災復興に関
する願いが数多く書かれていました。

11月27日　バウンドテニスで３人が優勝
第25回熊本県選手権大会

　熊本県選手権大会が城南町総合体育館で開催され「さ
ざんかクラブ」に所属する谷口翔梧さん（フリー男子シン
グルス），今村彰宏さん（ミドル男子シングルス），竹下信
子さん（シニア女子シングルス）が優勝しました。
　バウンドテニスは，ラケットボールを原型にテニスと同様の
ルールで狭い場所でも気軽に行えるスポーツとして昭和55
年に日本で考案，開発されたもので，テニスコートの6分
の1の面積でプレーすることができ，場所を選ばないのが
大きな特徴のニュースポーツです。
　3人が所属する「さざんかクラブ」は，宇土市内で活動
されているバウンドテニスクラブで，市内に8つあるクラブ
のうち一番歴史のあるクラブです。毎週3回，20〜80代
の幅広い世代の方が市内の体育館で練習されています。
　優勝した3人は「優勝できたのは，みんなで楽しくプレー
できているおかげです！」と喜びを語りました。

1月21日　ロビーがリニューアル

市民会館ステレオコンサート
　市民会館で大ホールのロビーを活用したステレオコンサー
トがありました。ロビーでコンサートを開くのは初の試みでし
たが，100人ほどが来館し，真空管式のアンプやレコードプ
レーヤーなど，今では珍しい機器を使ったクラシックやジャ
ズなど23曲を楽しみました。
　初のコンサートに備え，ロビーでは，市内の篤志家から
寄贈された東輝雄さん（日展会友・東光会熊本支部代表）
の絵画3点を飾るなど模様替えが行われました。
　コンサートを終え，市民会館の髙木恭二館長は「初の開
催にあたり，不安な点もありましたが，機材を提供いただい
た吉田誠さんや住吉のなつかしい風景を描いた東輝雄さん
の絵画のおかげで予想を超える多くの方にご来場いただき，
喜んでいただきました」と語っています。なお，ロビーには
嵯峨御流熊本司所の皆さんによる3点のいけばなも飾られ
ました。

1月23日　豊作を祈り，たばこの種まき

平成29年作 葉たばこ播種
　城塚町の葉たばこ共同育苗施設（約20㌃）で平成29
年作の葉たばこの種まきが行われました。種まきは，宇土
市たばこ振興会（田代敬信会長）が毎年行っているもの
で，振興会に加入している39戸の耕作者が朝早くから集
まり，御神酒をあげて豊作を祈願して開始されます。葉た
ばこの種は1㍉に満たず，１㌘で育苗トレー（30㌢×60㌢）
10箱分です。この小さな種を土に混ぜて撹拌し，一定量
を育苗トレーに振りまくことで，均一に播種することができま
す。今年は，557.28㌘の種が育苗トレー5,630箱に約2
時間半かけて播かれました。播かれた種は，会員が共同で
栽培を続け，苗まで育てます。それを3月ごろに各会員の畑
（113.73㌶）に定植し，5月中旬ごろから収穫が始まります。
種まきを終え，田代会長は「ここ1，2年は地震や水害の
影響で不作が続いたが，今年は1㌔2,200円，10㌃ 250
㎏を目標に会員一丸となり頑張ります」と語りました。

西岡神社での奉納のようす

共同育苗施設内での種まきのようす

左から谷口翔梧さん,竹下信子さん,今村彰宏さん

ロビーでのステレオコンサートのようす

うとのできごと
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2月5日 　雨のため体育館で訓練

消防団冬季訓練
　走潟地区体育館で，宇土市消防団員
約240人が参加した冬季訓練が実施さ
れました。雨天により会場が変わったた
め，防災センターで予定されていた，分
列行進や車両点検，小型ポンプ操法の
練習は行われず，集合体系訓練や規律
訓練を中心に訓練が行われました。
　訓練中，団員は，宇城消防署員の指
導を真剣な表情で聞き，訓練に励んで
いました。

2月11日 県内4つの保存会が出演

地域伝統芸能祭
　熊本県内の地域に根付く伝統・伝承
芸能を後世に保存，継承する祭典として，
第1回地域伝統芸能祭が行われました。
　祭は，地域文化の魅力を知ってもらお
うと市民会館などが初めて企画したもの
で，神事のあと，宇土太鼓教室の受講
生による「ぶちあわせ太鼓」で開幕し，
4つの保存会が芸能を披露しました。
　会場は，久連子古代踊りや球磨神楽
の神秘的な雰囲気に包まれ，約400人
の来場者はステージで披露される芸能
に見入っていました。

2月4日　商店街恒例イベント

100円祭（飛躍縁祭）
　中心市街地一体で，第40回目とな
る100円商店街が開催されました。
　このイベントは，買い物客に商店街を
回遊してもらうため，商店街全体を100
円ショップに見立て，参加店が100円
の目玉商品を販売する事業です。47
店の参加があり，恒例のガラポンスタン
プラリーのほか，開運福もちなげや節分
にちなんだ豆まき，カップインワンなども
行われ，買い物客を楽しませていました。

1月30日　優れた活動実績を表彰

つつじ会が奨励賞を受賞
　熊本県農山漁村女性・シニア活動表
彰で，つつじ会が奨励賞を授与されました。
　これは，農林水産業などで優れた活
動の実績をもち，男女共同参画の推進
のために積極的に活動している個人また
は団体に贈られるものです。　
　つつじ会は，平成25年の結成以来、
毎週土曜日に、椿原町のつつじヶ丘で
女性農業者による農園レストランを営業
されており、宇土の農産物のＰＲなどの
活動実績が認められ，奨励賞が送られ
ました。

2月6日　鶴城中でオリパラ教育
川上優子講演会

　鶴城中学校で1・2年生を対象に，
オリンピック・パラリンピックに関する知
識・理解・関心の向上やオリンピック精
神の普及を目的とした，川上優子さんの
講演会が行われました。オリンピック・
パラリンピック（オリパラ）教育はポーツ
庁が推進しているもので，スポーツを通
した心身の育成や障がいへの理解など
を目的としています。川上さんは宇城市
出身で，1996年と2000年のオリンピッ
クに10000ｍ代表として出場されてい
ます。講演中，生徒たちは終始真剣に
耳を傾けていました。

もちなげ（上）とカップインワン（下）冬季訓練のようす

城塚地区雨乞い大太鼓保存会（宇土市）
国重要有形民俗文化財としての指定が
内定している宇土の雨乞い大太鼓を使った
「雨乞い」と「ねんねこ」を披露

久連子古代踊り保存会（八代市泉町）
平家の落人伝説で知られる五家荘久連子
地区に伝わる太鼓踊り。ゆらりゆらりと頭を
上下させる神秘的な「念仏踊り」を披露

球磨神楽保存会（人吉市）
300年以上の歴史を持つ球磨郡だけに伝
わる独自の神楽。「大幣」と「神師」を披露

宇土御獅子舞保存会（宇土市）
県指定重要無形民俗文化財の「宇土御獅
子舞」を披露

つつじ会の皆さん

川上優子さんと鶴城中学生

うとのできごと
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うとのできごと
1月22日　雨の降る悪天候の中，躍進賞を受賞！

熊日郡市対抗女子駅伝
　第34回熊日郡市対抗女子駅伝がびぷれす熊日会館（熊
本市中央区）前をスタート・ゴールとして，7区間28.4キ
ロのコースで行われました。
　宇土市は1区から4区までを中学生，5区から6区まで
を高校生，7区を大学生という若いメンバーで臨み，昨年
の19位から14位に上昇。タイムも7分以上縮め，入賞
以外のチームで昨年の成績を大きく上回ったチームに贈られ
る躍進賞を受賞しました。
【監督】伊豫憲一【コーチ】渡並隆宏，谷口桂子
【選手】

2月12日 中学生2人が区間賞を獲得！

郡市対抗熊日駅伝
　第43回郡市対抗熊日駅伝が天草市役所をスタート，び
ぷれす熊日会館（熊本市中央区）前をゴールとして，14
区間106.5キロのコースで行われました。宇土市は11区
の東原愛斗選手と13区の内田征冶選手が区間賞を獲得
し大活躍。全出場選手中で最年長の還暦ランナー松村勝
選手を筆頭に，選手全員が力走し，12位でゴールしました。
【総監督】吉田勝彦【監督】守川泰一郎
【マネージャー】渡並隆宏，宮本誠也
【選手】

　市民会館で第5回目となる宇土太
鼓祭〜つながり〜が行われました。
　これは，宇土に活動の拠点を置く3
団体（宇土天響太鼓，宇土高校和太
鼓部「鼓」，太鼓芸能集団「紬衣」）
の若者を中心とした宇土太鼓祭実行
委員会（髙田大介委員長）が開催し
ているもので，宇土の太鼓文化のこれ
からの100年を繋いでいく「つながり」
をはぐくむことを目的とした祭です。

　2月12日　宇土の太鼓文化のこれからの100年を繋ぐ

宇土太鼓祭～つながり～

女子駅伝選手のみなさん男子駅伝選手のみなさん

宇土太鼓祭に出演した3団体のメンバー

2月12日　600人でボランティア

立岡自然公園清掃
　花園校区婦人会員や花園地区嘱託
会員，花園小の5・6年生，地域住民
ら約600人が立岡池周辺の草刈りや清
掃活動を行いました。
　この活動は，環境保全と美化を図り，
桜の名所である同公園を気持ちよく訪れ
てもらうため，婦人会の恒例事業として
毎年行われています。
　参加者は，約1時間半にわたり，立岡・
花園両池周辺の土手などの草刈りやご
み拾いに汗を流しました。

清掃活動のようす

　祭では，アンコールを含め全17曲
が披露され，その中には，出演メンバー
が作詞作曲したものや3団体の特別
編成メンバーで演奏するものもありまし
た。
　約650人の来場者は，若い演奏者
の叩く元気あふれる太鼓の響きを体で
感じ，宇土の太鼓演奏のレベルの高さ
に感動していました。

（１区）柴垣仁 （�2 区）福島匠吾 （�3 区）島村洸史
（�4 区）山下龍一郎 （15区）高見小次郎 （�6 区）井上伸孝
（�7 区）守川陽一 （�8 区）宮川雄斗 （�9 区）高山堅志
（10 区）松村勝 （11区）東原愛斗 （12 区）小牧龍太郎
（13 区）内田征冶 （14区）藤川拓瑞
（補員）野村恒平 （補員）松嶋寛太� （補員）堀内翔吾
（補員）石川玲音 （補員）宮崎太郎�����（補員）佐伯知省
（補員）長野蓮 （補員）濱本寛人　����（補員）坂口優真

（1 区）白井まりん （2 区）津島瑠奈 （3 区）芥川慧
（4 区）深田咲良 （2 区）内山留菜� （6 区）塚本真夕
（7 区）原田成美　（補員）弓削凜佳 （補員）宮川日陽里
（補員）坂田紅杏　（補員）野中萌 （補員）永溝叶夢
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し
た
た
め
避
難
が
遅

れ
た
こ
と
、
第
２
波
・
第
３
波
と
立
て
続

け
に
襲
来
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
被
害

が
甚
大
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
戸
口
浦
村（
現
在
の
戸
口
町
）

で
は
、
村
人
口
の
約
７
割
に
あ
た
る

５
３
５
人
が
亡
く
な
り
、
１
５
６
軒
の
家

屋
が
流
失
す
る
な
ど
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
子
ど
も
を
亡
く
し
た
家
、
子

ど
も
だ
け
が
生
き
残
っ
た
家
、
配
偶
者
を

亡
く
し
た
家
な
ど
、
家
族
全
員
が
助
か
っ

た
家
は
一
軒
も
な
い
状
態
で
、
被
災
後
は

生
き
残
っ
た
者
同
士
、
あ
る
い
は
他
村
か

ら
人
を
呼
び
寄
せ
て
新
た
に
家
族
を
仕
立

て
る
復
興
策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
肥
後
藩
で
は
未
曾
有
の
災
害
を
受
け
て
、

温
故
知
新
～
う
と
学
だ
よ
り
～

宇
土
を
襲
っ
た
大
津
波

第31回

被
害
を
受
け
た
宇
土
郡
・
飽
田
郡
・
玉
名

郡
に
一
基
ず
つ
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
供
養

塔
、
い
わ
ゆ
る「
一
郡
一
基
の
塔
」を
建
立

し
て
い
ま
す
。
宇
土
郡
で
は
戸
口
浦
村
に

建
立
さ
れ
、
被
害
の
記
録
を
留
め
る
と
と

も
に
、
今
な
お
災
害
の
記
憶
を
語
り
継
い

で
い
ま
す
。
石
碑
の
正
面
に
は「
南
無
阿
彌

陀
佛
」、
左
右
両
面
と
背
面
に
は
津
波
の
被

害
状
況
と
建
立
の
経
緯
が
彫
ら
れ
て
お
り
、

文
章
の
最
後
は「
死
者
も
し
知
る
事
あ
ら

ば
、
千
年
の
後
ま
で
も
死
し
て
朽
ず
と
思

ふ
ら
る
べ
し
」（
犠
牲
者
が
こ
の
供
養
塔
の

存
在
を
知
れ
ば
、
１
０
０
０
年
先
も
そ
の

魂
は
朽
ち
果
て
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
）

と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

「寛政の大津波」による宇土周辺の被害　※空欄は不明 
郡 村 溺死者（人）流失家屋（軒）推定津波高（ｍ）

宇土郡

網　津 7 2 4 〜 5
笹　原 7 40 3
笠　岩 3 5 〜 6
新　開 14 15 4
長　浜 390 105 15
網　田 16 18
下網田 111 44 15
戸口浦 535 156 15
赤　瀬 3 8
大田尾 68 19 22.5
三角浦 74 40 8

飽田郡 走　潟 20 3
合　計 1,248 429

都司嘉宣・日野貴之「寛政四年（1792）島原半島眉山の崩壊に伴う有明
海津波の熊本県側における被害，および沿岸遡上高」（1993）より作成

「寛政の大津波」に関する宇土の石碑	
石碑 所在地 建立年 備考

1 津波溺死供養塔 恵 塚 町 寛政 4 年 7 月
2 津波供養塔 戸 口 町 寛政 5 年 3 月 一郡一基の塔 市指定文化財
3 津波供養塔 長 浜 町 文政 13 年 4 月 津波被害の追善供養
4 津波溺死仮埋葬塔 下網田町 弘化 3 年 6 月 津波被害 55 年忌供養
5 津波供養塔 長 浜 町 明治 24 年 4 月 津波被害 100 年忌供養

戸口町の津波供養塔
（宇土市指定文化財）

「うと学資料室」利用相談
　毎月第 2，第 4火曜日（祝日の場合は休室）は，宇土歴史懇
話会会長の辻誠也さんが郷土史や古文書に関する質問に対応し
ます。
▼相談時間　午後 1時～ 5時
▼場　　所　文化課内「うと学資料室」

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
２
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

〔
訂
正
箇
所
〕　

27
ペ
ー
ジ
　
温
故
知
新
～
う
と
学
だ
よ
り
～

記
事
内
　
第
一
段 

６
行
目

（
正
）
汝
、
ふ
た
つ
の
故
国
に
殉
ず

（
誤
）
汝
、
ふ
た
つ
の
敵
国
に
殉
ず

　
今
回
の
掲
載
誤
り
に
つ
い
て
、
深
く
お
詫
び
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
は
掲
載
内
容
に
つ
い
て
、

十
分
注
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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　11
月
号「
感
覚
統
合
と
は
」、1
月
号「
感

覚
防
衛
反
応
を
持
つ
子
ど
も
の
様
子
」
に

続
き
、今
回
は「
感
覚
防
衛
反
応（
以
下「
感

覚
過
敏
」）
に
苦
し
む
子
ど
も
へ
の
対
応
」

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
覚
過
敏
に
苦
し
む
子
ど
も
の
実
態

　
ま
い
す
て
っ
ぷ
を
利
用
し
て
い
る
中
学

生
の
男
の
子
M
君
が
言
い
ま
し
た
。

　「
学
校
の
休
み
時
間
、
テ
ス
ト
が
終
わ
っ

た
ば
っ
か
り
だ
っ
た
の
で
、
教
室
の
中
は

ザ
ワ
ザ
ワ
と
騒
が
し
か
っ
た
。
そ
の
時

先
生
が
前
の
方
で
、
何
か
大
声
で
言
っ

て
い
た
。
近
く
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る

子
が
沢
山
い
た
の
で
、
僕
に
は
そ
の
内
容

を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
何

を
言
っ
た
の
か
先
生
に
確
認
し
よ
う
と
も

思
っ
た
け
ど
、
怒
ら
れ
る
の
は
嫌
だ
っ
た

の
で
や
め
た
。
数
日
後
、
提
出
物
を
出
し

て
い
な
い
と
先
生
に
呼
び
出
さ
れ
怒
ら
れ

　
市
で
は
「
障
が
い
の
あ
る
人
、
な
い
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
が
い
き
い
き

と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
も
、
市
内
で
子
ど
も
の
発
達
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ま
い
す
て
っ
ぷ
」
か
ら
、
発
達
に
違
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
文
章
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シリーズ

発
達
に
違
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

　『子
ど
も
の
気
持
ち
を
読
み
取
る
手
助
け
─

　「感
覚
統
合
」
と
い
う
視
点
』（
後
編
）

た
。
そ
の
時
初
め
て
、
あ
の
時
先
生
は
課

題
の
提
出
の
仕
方
と
提
出
日
を
言
っ
て
い

た
ん
だ
と
わ
か
っ
た
。
あ
ま
り
に
頭
ご
な

し
に
怒
ら
れ
た
の
で
、
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う

に
な
っ
た
。」

　
M
君
は
、
日
頃
か
ら
聴
覚
過
敏
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
周
囲
の
人
か
ら
は
何

か
に
苦
し
ん
で
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ

ん
。
中
学
生
に
も
な
る
と
、
で
き
る
だ
け

そ
う
見
え
な
い
よ
う
に
必
死
で
隠
し
て
し

ま
う
の
で
す
。
彼
の
聴
覚
は
周
囲
の
さ
ま

ざ
ま
な
音
や
声
に
敏
感
に
反
応
し
て
し
ま

い
、
本
当
に
注
意
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
音
や
声
を
拾
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
　

　
通
常
、
人
の
脳
は
、
先
生
の
声
の
よ
う

に
注
意
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
音
に

対
し
、
あ
ま
り
意
識
し
な
く
て
も
脳
の
中

の
イ
コ
ラ
イ
ザ
ー
を
調
整
し
、
そ
の
声
を

受
け
取
る
神
経
を
増
強
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ゆ
え
に
騒
が
し
い
中
で
も
聞
き

と
り
、
反
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

（
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
効
果
）。

　
聴
覚
過
敏
の
子
ど
も
の
脳
は
、
も
と
も

と
働
き
方
の
違
い
が
あ
る
た
め
に
そ
れ
が

で
き
な
い
の
で
、
学
校
の
よ
う
な
集
団
の

中
で
は
合
理
的
配
慮
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

感
覚
過
敏
を
持
つ
子
ど
も
へ
の
対
応

　
M
君
に
は
、
こ
の
よ
う
に
聞
き
取
れ

な
い
場
面
は
沢
山
あ
り
、
周
囲
の
友
達

に
聞
く
こ
と
も
で
き
る
け
ど
、
あ
ま
り
に

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
だ
と
や
は
り
気
が
引
け
ま

す
。
ま
ず
は
学
校
の
先
生
方
の
理
解
を
得

て
、
先
生
へ
の
ヘ
ル
プ
が
出
し
や
す
い
環

境
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
が
存
在
す
る
教
室
で

は
、
大
切
な
こ
と
は
板
書
や
掲
示
物
に
し

て
、
で
き
る
だ
け
視
覚
的
に
残
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
聴
覚
過
敏
の
子
ど
も
は
、
音
が
多
す
ぎ

た
り
、大
音
量
だ
っ
た
り
、苦
手
な
音
だ
っ

た
り
す
る
と
、
苦
痛
で
不
安
に
な
り
何
に

も
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
時
、
イ
ヤ
ー
マ
フ
（
音
を
小
さ

く
柔
ら
か
く
す
る
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
の
よ
う

な
も
の
）
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

先
生
の
指
示
の
声
も
周
囲
の
音
と
同
じ
よ

う
に
小
さ
く
な
り
ま
す
。

　
環
境
騒
音
の
み
を
消
し
、
人
の
音
声
は

通
常
通
り
聞
こ
え
る
「
ノ
イ
ズ
キ
ャ
ン
セ

リ
ン
グ
イ
ヤ
フ
ォ
ン
」
と
い
う
も
の
も
あ
り

ま
す
。
安
価
な
も
の
か
ら
高
価
な
も
の
ま
で

あ
り
、
値
段
で
機
能
が
違
い
ま
す
。
た
だ
、

あ
く
ま
で
環
境
騒
音
を
小
さ
く
す
る
機
械
な

の
で
、
沢
山
の
人
の
声
の
中
か
ら
必
要
な
声

だ
け
を
拾
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
前
回
ご
紹
介
し
た
、
絵
本
「
子
ど
も
の

気
持
ち
を
知
る
絵
本
③
発
達
凸
凹
な
ボ
ク

の
世
界
」の
内
容
は
、お
話
の
み
で
は
な
く
、

感
覚
過
敏
の
説
明
や
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
の

方
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
慣
れ
さ
せ
る
」で
も「
が
ま
ん
さ
せ
る
」

で
も
「
が
ん
ば
ら
せ
る
」
で
も
「
く
り
返

さ
せ
る
」
で
も
な
い
、
そ
の
子
の
「
脳
の

状
態
」
に
見
合
っ
た
「
適
切
な
感
覚
情
報
」

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
自
分
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
さ
え
、

こ
と
ば
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
た

ち
、
だ
か
ら
こ
そ
周
囲
の
大
人
が
注
意
深

く
見
守
り
、
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
し
、
集
団
参
加
を
し
て
い
る
場
合

は
、
合
理
的
配
慮
を
求
め
、
過
ご
し
や
す

い
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　お
勧
め
本

こ
の
イ
ヤ
な
感
覚
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

販
売
元

　㈱
フ
ロ
ム
・
ア
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
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年
金
を
も
ら
お
う
！

～
国
民
年
金
で
受
け
ら
れ
る
年
金
～

知
っ
て
お
き
た
い

　国
民
年
金

　
国
民
年
金
で
は
、
次
の
よ
う
な
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
未
加
入
期
間

や
保
険
料
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

年
金
を
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ
て
も
請

求
を
し
な
け
れ
ば
、
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金

受
給
で
き
る
人
　
本
人

受
給
要
件
　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
や

納
付
免
除
を
受
け
た
期
間
な
ど
が
25
年

（
3
0
0
月
）以
上
あ
る
人
が
65
歳
に
な
っ

た
と
き
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格

期
間
は
、
平
成
29
年
8
月
か
ら
、
10
年

に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
新
た
に
受
給
対
象

と
な
る
方
に
は
、
平
成
29
年
7
月
ま
で

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
年
金
請
求
書
」

が
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
希
望
す
れ
ば
60
歳
以
後
い
つ
か
ら
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
繰
り
上
げ

て
64
歳
以
前
か
ら
受
け
る
と
減
額
さ
れ
、

繰
り
下
げ
て
66
歳
以
後
か
ら
受
け
る
と

増
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
度
減
額
・

増
額
さ
れ
た
支
給
率
は
、
生
涯
変
わ
り

ま
せ
ん
。

障
害
基
礎
年
金

受
給
で
き
る
人
　
本
人

受
給
要
件
　
次
の
場
合
は
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
中
に
初
め

て
受
診
し
た
病
気
や
け
が
が
原
因
で
一

定
の
障
が
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

②
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
資
格
を
失
っ

た
あ
と
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
日

本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
老
齢
基
礎
年

金
の
繰
り
上
げ
請
求
を
し
て
い
な
い
方

が
一
定
の
障
が
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

③
20
歳
前
に
初
め
て
受
診
し
た
病
気
や
け

が
で
一
定
の
障
が
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

※
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
、
本
人

の
所
得
額
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

受
給
で
き
る
人
　
子
の
あ
る
配
偶
者
・
子

　
亡
く
な
っ
た
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
次
の
人
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
18
歳
（
18
歳
の
到
達
年
度
の
末
日
）
ま

で
の
子
（
未
婚
）
が
い
る
配
偶
者

②
18
歳
（
18
歳
の
到
達
年
度
の
末
日
）
ま

で
の
子
（
未
婚
）

※
子
（
未
婚
）
が
障
害
基
礎
年
金
1
級
・

2
級
の
障
が
い
の
程
度
に
あ
る
と
き
は
、

20
歳
到
達
ま
で
。

付
加
年
金

受
給
で
き
る
人
　
本
人

受
給
要
件
　
第
1
号
被
保
険
者
・
任
意
加

入
被
保
険
者
が
定
額
保
険
料
に
付
加
保

険
料
（
月
額
4
0
0
円
）
を
プ
ラ
ス
し

て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
上
乗
せ

さ
れ
る
付
加
年
金
額
は
、
2
0
0
円
×

付
加
保
険
料
納
付
月
数
で
す
。

寡
婦
年
金

受
給
で
き
る
人
　
妻

受
給
要
件
　
夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
次

の
条
件
を
満
た
す
妻
が
60
歳
か
ら
65
歳

に
な
る
ま
で
の
間
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
夫
の
死
亡
当
時
に
婚
姻
期
間
（
内
縁
を

含
む
）
が
10
年
以
上
続
い
て
い
た
。

②
夫
の
死
亡
当
時
、
夫
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
。

③
妻
が
繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
な
い
。

④
夫
が
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
。

⑤
死
亡
し
た
月
の
前
月
ま
で
の
第
1
号
被

保
険
課 

国
保
年
金
係

☎（
22
）1
1
1
1（
内
線
4
2
5
）

年金事務所 年金相談
※年金相談は予約制です

熊本東年金事務所による出張相談を行っています。

■期　日　3月2日（木）�/3月16日（木）/ ※ 4月6日（木）
　　　　　　原則：第1・第3木曜日です。
■時　間　午前10時〜午後 3時
■場　所　保健センター1階会議室
　　　　　※4月 6日（木）は防災棟会議室
■申込先　熊本東年金事務所お客様相談室
　　　　　☎096（367）2503

保
険
者
と
し
て
の
保
険
料
納
付
済
期
間

（
免
除
期
間
含
む
）
が
原
則
と
し
て
25
年

以
上
あ
る
。

死
亡
一
時
金

受
給
で
き
る
人
　
遺
族

受
給
要
件
　
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
、

保
険
料
を
36
カ
月
以
上
納
め
た
人
が
、

老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
の
い

ず
れ
も
受
け
な
い
で
死
亡
し
、
そ
の
遺

族
が
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
は
、

第
1
号
被
保
険
者
の
独
自
給
付
で
す
。
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日
程
は
カ
レ
ン
ダ
ー
（
ｐ
２
～
ｐ
３
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
1
歳
6
カ
月
児
健

診
、
3
歳
児
健
診
、
幼
児
歯
科
教
室
、

2
歳
児
歯
科
健
診
の
対
象
者
に
は
通
知

を
お
送
り
し
ま
す
。

　
転
入
等
で
通
知
が
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
金
曜
日

に
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
　
午
前
9
時
～
11
時

内
容
　
身
体
測
定
、
体
脂
肪
測
定
、

　
　
　
食
事
相
談
な
ど

※
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
に
お
け
る
母
子
保
健
・
老
人
保
健
の
拠
点

母
子
手
帳
交
付

乳
幼
児
健
診
・
教
室

健
康
相
談

　
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
母
子

手
帳
の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
　
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

交
付
日
　
毎
週
火
曜
日

交
付
時
間
　
午
前
10
時
～
11
時

（
受
付
は
午
前
10
時
～
10
時
15
分
）

内
容
　
母
子
手
帳
お
よ
び
妊
婦
健
診
受

診
票
の
交
付
、
妊
娠
中
の
生
活
に
つ

い
て
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
か
ら
の

説
明

持
参
す
る
も
の
　
妊
娠
届
出
書
（
お
持

ち
で
な
い
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
）、
個
人
番
号
カ
ー

ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
次
の

う
ち
い
ず
れ
か

①
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
の
あ
る
公

的
な
証
明
書
1
点

②
健
康
保
険
証
な
ど
顔
写
真
の
な
い
公

的
な
証
明
書
2
点

※
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

毎年３月２４日は『世界結核デー』

早く気づいて！その咳，結核かも！
 結核の知識　その1　
結核は国内最大級の感染症です。
　1999年の「結核緊急事態宣言」発令後，一時増加してい
た患者数は減少傾向に転じたものの，日本の結核罹患率は
2015年に人口10万人あたり14.4人で，先進国の多くが
10以下となっていることと比較しても，罹患率（一定期間に
発生する患者数の割合）は今でも高く，結核は今もなお国
内最大級の感染症となっています。結核は空気感染する病
気で，重症化すると死に至ります。国内で毎年約1万8千人
が新たに発症しており，早期発見・早期治療があなたと家
族，そして社会を守ります。

 結核の知識　その2　
注意！！結核の初期症状は風邪と良く似ています。
　　　長引く咳　　　長引く微熱　　　血たん
　　　体重の減少　　胸の痛み　　　  倦怠感
　現代では，結核は治療して治すことが可能です。咳や痰
が2週間以上続く，特に高齢者については，倦怠感（体のだ
るさ）が続く，急にやせるなどの症状がある場合は，結核か
もしれません。結核を発症しても，咳，発熱，寝汗，体重減少
などの症状は数カ月間，軽症のまま経過することもありま
す。他の人に結核をうつさないようにするためにも，早めに

医療機関を受診することが重要です。また，治療を開始した
後，症状が消えたからといって，治療の途中で服薬を止めて
しまうと結核は完治しません。それどころか菌が抵抗力を
つけ，薬が全く効かない多剤耐性菌になり，治療が非常に難
しくなることがあります。医師の指示を守って，治療完了ま
できちんと薬を飲み続けることが最も重要です。

結核の「感染」・「発病」を防ぐには，早期発見・予防接種・
体力の保持が大切です。
▼予防１　早期発見のために
○気になる症状が続くときは医療機関を受診しましょう。  

咳が2週間以上続いたら，結核を疑いましょう。その他，
風邪の症状が長引く場合も，早めに医療機関を受診しま
しょう。

○定期的に健診を受けましょう。
　高齢者など，結核の発症リスクが高い人は，定期的に健

診を受けましょう。
▼予防２　予防接種（ＢＣＧ）

特に，乳児は結核に対する免疫がなく，感染すると髄膜炎
などの重篤な合併症を引き起こす危険があります。乳児
の予防接種（ＢＣＧ）は必ず受けましょう。

▼予防３　結核を寄せ付けない体づくり
普段から適度な運動，十分な睡眠，バランスのとれた食
生活，禁煙など，免疫力を高めておくことが重要です。

保健センター（健康づくり課）　☎（22）2300
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保健センター（健康づくり課）　☎（22）2300♥
♥

保健センター だ よ り

平
成
29
年
度
の

　
　
　複
合
健
診
を
実
施
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
の
複
合
健
診
を
下
記
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
健
診
申
込
調
査

で
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
，
3
月
下
旬

に
受
診
券
や
問
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

次
の
方
も
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
！！

▼
30
歳
代
の
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
方
も
無
料
で
受
診
で
き
ま

す
。�

▼
国
民
健
康
保
険
以
外
の
被
扶
養
者
の

方
も
受
診
可
能
で
す
。
健
診
当
日
に

勤
務
先
等
か
ら
発
行
さ
れ
る
『
特
定

健
康
診
査
受
診
券
』『
保
険
証
』
を
持

参
し
，
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

料
金
や
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
勤
務
先
等
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

健診日 場所

4 月
　6（木）・ 7 （金）・ 8 （土）・ 9 （日）・14（金）・15（土）
16（日）・17（月）・18（火）・19（水）・20（木）・21（金） 保健センター

10（月）・11（火）・12（水） 西部老人福祉センター
6 月 15（木）・16（金）・17（土）・18（日）・19（月） 保健センター

7 月
  1（土）・ 2 （日）・ 3 （月）・ 4 （火）・ 5 （水）・ 6（木）
  7（金）・ 8 （土）・ 9 （日）

保健センター

8 月 19（土）・20（日）・21（月）・22（火） 保健センター
9 月 10（日）・12（火）・13（水）・14（木） 保健センター

健診項目 健診内容 個人負担金（予定）
特定健診 （宇土市国民健康保険被保険者 30 歳以上 75 歳未満，ま

たは後期高齢者医療保険被保険者の方が対象）
身体計測・血圧・尿検査・血液検査・問診・心電図等

特定健診　無料
高齢者健診　800 円高齢者健診

胃がん検診 バリウムによる胃部Ｘ線検査 1,400 円

大腸がん検診

便潜血検査（検体容器を事前に送付します。）
集団：複合健診時に持参していただきます。
郵送：検診機関へ直接郵送していただきます。
※集団または郵送を選択できます。

500 円

腹部超音波検診 超音波による腎，肝，胆嚢，膵などの撮影 1,000 円

胸部レントゲン 胸部 X 線撮影検査
問診結果により喀痰検査（別料金） 500 円

女
性
の
み

子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞検査 1,200 円

乳がん検診
＊ 50 歳以上：マンモグラフィー（1 方向） 1,000 円
＊ 40 歳代　 ：マンモグラフィー（2 方向） １,500 円
＊ 39 歳以下：超音波検査 800 円

骨粗鬆症検診 超音波による「かかと」の骨密度測定 1,000 円
前立腺がん検診
（男性のみ） 血液検査（ＰＳＡ検査） 1,000 円

複合健診日程表

※追加申込を受け付けますので，上記日程を確認のうえ，保健センターまで電話でお申し込みください。

複合健診一覧表

※全ての検診を受ける方の所要時間は，男性 90 分，女性 120 分程度です。
※前立腺がん検診，骨粗鬆症検診の受診を希望される方は，当日受付にお申し付けください。
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図書館だより
●開館時間　　平 日：午前9時30分～午後6時
●開館時間　　土・日：午前9時30分～午後5時
●休館日　　　毎週木曜日,祝日,年末年始
●問い合わせ　宇土市立図書館☎（22）45123 月のおすすめ図書

幼児向け 小学生低学年向け 小学生高学年向け

中高生向け 一般向け 一般向け

だるまちゃんとにおうちゃん ばあばは，だいじょうぶ きみに聞いてほしい 広島に来た大統領

国語，数学，理科，漂流 幻庵　上 ネコと昼寝

PICKUP01 PICKUP02 PICKUP03

PICKUP04 PICKUP05 PICKUP06

加古　里子　さく／え
福音館書

楠　章子　作／いしい　つとむ　絵
童心社

バラク・オバマ　述／池上　彰　訳／葉　祥明　画
リンダパブリッシャーズ　徳間書店

青柳　碧人　著／文藝春秋 百田　尚樹　著／文藝春秋 群　ようこ　著／角川春樹事務所

だるまちゃんの新しい友だち，におう（仁王）
ちゃんが登場。すもう，けんけん相撲，尻相撲
など，ふたりは力比べをして遊びます。たくさ
んの友だちと遊ぶ「だるまちゃん」シリーズ。

つばさはばあばが大好き。逆上がりができなくて
も，計算問題が解けなくても，ばあばは「つばさは，
だいじょうぶだよ」って言ってくれる。そんなば
あばが，「わすれてしまう」病気になってしまい…。

未来へ生きる，日本中の子どもたちに伝えたい，アメ
リカ合衆国大統領からのメッセージ。2016年5月27日，
オバマ大統領が広島を訪問した際の演説を翻訳し，美
しいイラストとともに収録する。演説原文も掲載。

中学 3 年生の夏合宿で島にやってきたＪＳ
Ｓ進学塾の面々。勉強漬けの 3泊 4日のは
ずが，不穏な空気が流れ出し…。

幕末前夜，破天荒な夢を持った風雲児がいた。
幻庵の前に立ちはだかる数多くの天才たち。男
たちの闘いが，いまはじまる！青春歴史小説。

都内のふるい安アパートで，月 10万で愉しく暮
らしている無職のキョウコ。来客は，近所のぶち
ネコとお隣さん。将来のことなど少々心配なこと
はあるけれど，キョウコの毎日はつづく…。

特
別
整
理
期
間
中
の
た
め

図
書
館
は
休
館
し
て
い
ま
す

　
2
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
2
月
27
日
（
月
）
か

ら
3
月
9
日（
木
）ま
で
の
期
間
、

図
書
館
は
本
の
特
別
整
理
の
た

め
休
館
し
て
い
ま
す
。

次
に
借
り
ら
れ
る
方
の
た
め

返
却
期
限
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う

　
図
書
館
の
本
や
視
聴
覚
資
料

に
は
次
の
と
お
り
返
却
期
限
が

あ
り
ま
す
。
次
に
借
り
ら
れ
る

方
は
予
約
を
し
て
、
楽
し
み
に

待
た
れ
て
い
ま
す
。
返
却
期
限

は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
本
の
貸
し
出
し
　

1
人
5
冊

ま
で
期
限
2
週
間

▼
視
聴
覚
資
料
（
C
D・D
V
D
）

　
1
人
2
点
ま
で
期
限
1
週
間

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

　
参
加
費
は
い
ず
れ
も
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
ら
っ
こ
の
じ
か
ん

対
象
　
乳
幼
児
向
け

日
時
　
第
2
・
第
4
火
曜
日
、

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
向
け

日
時
　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
午
後
4
時
～
、

　
　
　
毎
週
土
曜
日

　
　
　
午
後
2
時
～

場
所
　
図
書
館 

児
童
室

随
時
募
集
し
て
い
ま
す

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
図
書
館
で
は
、
読
書
の
喜
び
を
伝

え
る
た
め
、
年
間
を
と
お
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
一

緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　「
本
が
好
き
」「
赤
ち
ゃ
ん
が
好
き
」

「
絵
本
や
お
は
な
し
が
大
好
き
」「
図

書
館
に
興
味
が
あ
る
」
な
ど
、
ど
な

た
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
な
活
動
】

▼
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

図
書
館
で
行
う
お
は
な
し
会

（
ら
っ
こ
の
じ
か
ん・え
ほ
ん
の
じ

か
ん
等
）で
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。

▼
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

毎
月
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
3
ヵ
月
健
診
時
に
、
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
に
絵
本
を
手
渡

し
、
絵
本
を
通
し
て
心
の
触
れ

合
い
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
す
。

▼
イ
ベ
ン
ト
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

図
書
館
ま
つ
り
や
童
話
発
表

大
会
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
時
の

運
営
協
力
（
受
付
や
子
ど
も

の
誘
導
な
ど
）

▼
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

傷
ん
だ
本
の
修
理
や
館
内
外

の
環
境
整
備
や
植
物
の
世
話

な
ど
。

《
申
込
方
法
》

　
図
書
館
へ
直
接
お
申
込
み
い

た
だ
く
か
、
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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指名競争入札

入札月日 件名 予定価格（税込）
落札金額（税込） 落札業者 指名

業者数 工期

平成28年12月28日 平成28年度　東村中4号線改良工事 14,082,120円
13,370,400円 （有）西田組 13 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　神山地区水路改修工事 3,942,000円
不調 入札不調のため落札者なし 9 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　古場田地区水路改修工事 2,991,600円
2,926,800円 （有）上野工業所 12 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　飯塚川河川災害復旧工事
（その2）

29,803,680円
28,317,600円

（株）飽南産業　宇土営業
所 18 平成29年1月16日

〜平成29年3月31日

平成28年12月28日 平成28年度　網引地区農地災害復旧工事 6,210,000円
5,896,800円 （有）山本建設 22 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 西部老人福祉センター屋上災害復旧工事　
熊本地震災害復旧

6,139,800円
不調 入札不調のため落札者なし 7 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　宮庄地区道路災害復旧工事 3,423,600円
不調 入札不調のため落札者なし 12 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　上網田地区水路災害復旧工事 3,304,800円
3,132,000円 （有）滝口建設 13 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　長浜漁港災害復旧工事 2,622,240円
不調 入札不調のため落札者なし 13 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　浜戸川支流河川災害復旧工事 2,270,160円
不調 入札不調のため落札者なし 13 平成29年1月16日

〜平成29年3月15日

平成28年12月28日 西原団地及び南段原団地　屋外その他災害
復旧工事　熊本地震災害復旧

2,264,760円
不調 入札不調のため落札者なし 12 平成29年1月16日

〜平成29年3月16日

平成28年12月28日 平成28年度　上古閑地区水路災害復旧工事 1,684,800円
1,647,000円 （名）伊豫建設 14 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　飯塚地区農地災害復旧工事 1,544,400円
不調 入札不調のため落札者なし 12 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　三蔵地区ため池災害復旧工事 1,501,200円
不調 入札不調のため落札者なし 12 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　平岩地区道路災害復旧工事 1,393,200円
1,360,800円 （有）上野工業所 13 平成29年1月16日

〜平成29年3月24日

平成28年12月28日 平成28年度　道路台帳補正業務委託 4,982,040円
4,752,000円

大成ジオテック（株）
熊本営業所 18 平成29年1月16日

〜平成29年3月15日

平成28年12月28日 平成28年度　ウキウキロード打越・岩熊線交
差点測量設計業務委託

3,829,680円
3,628,800円 （株）三和測量設計社 18 平成29年1月16日

〜平成29年3月15日

平成28年12月28日 網津防災センター取付道路測量設計業務委託 3,720,600円
3,510,000円

（株）水野建設コンサルタン
ト 13 平成29年1月16日

〜平成29年3月21日

平成28年12月28日 平成28年度　住吉漁港B係船護岸補修工事
に伴う設計業務委託

1,272,240円
1,080,000円

（株）エイト日本技術開
発　熊本支店 10 平成29年1月5日

〜平成29年3月17日

平成29年1月10日 宇土市役所別館高圧受電設備等設置工事
（災害復旧）

13,049,640円
12,370,320円 （有）村田電設 9 平成29年1月19日

〜平成29年3月27日
�財政課�契約管財係�☎（22）1111（内線 217）

 公共工事等入札結果を公表します
（予定価格や入札の経緯などは，財政課で閲覧することができます。）

情 報
公 開

　熊本県の女性の就業率は，全国的にも比較的高いですが，
出産，育児期には落ち込んでいます。その要因は，育児負担
が女性に偏っていることや長時間労働を前提とした女性が
働きにくい就業環境などが挙げられます。
 どんな課題があるでしょうか？
○「男は仕事，女は家庭」など，性別で役割を固定することに

肯定的であるという現状があるようです。
○相手の意に反した性的な言動により相手の心身を傷つけ

るセクシャルハラスメントが、異性間だけでなく同性間で
も起こります。

 私たちにできること ！
　仕事と家庭の両立のため，就業意欲のある女性が継続し
て働ける環境の整備や育児・介護サービスの充実を図ると
ともに，男性の家庭への参画が可能になるよう働き方の見直
しを進める必要があります。

（県人権研修テキストから一部抜粋）

子どもに命の大切さを実感させる
　身近な人の死を目の当たりにすること
が少なくなったり，殺人を繰り返すテレビ
やゲームなどで虚構の死に慣れたりして，
命の重さやかけがえのなさを感じにくく
なっています。
　自然の中の体験活動に参加させたり，
動物や草花を大切に育てたりするなど，
さまざまな生き物とその死にふれる機会を意識的に用意し，
子どもに生命の尊さや大切さを実感させましょう。
　また，亡くなった人の家族や傷つけられた人の気持ちを想
像させられるなど，その悲しみがどんなに深いものかを理解
させましょう

（文部科学省「家庭教育手帳 小学生（高学年）〜中学生編」から抜粋）

シリーズ  私たちと人権  Vol.�
女性の人権

家庭教育のヒント
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市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
、
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人

の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。（
敬
省
略
）

香
典
返
し

香
典
返
し

▽
表
紙
の
写
真
は
、
文
化
課

職
員
が
半
日
を
か
け
、
太
鼓

の
配
置
を
緻
密
に
調
整
し
、

ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
撮
影
し

た
努
力
の
1
枚
で
す
。
実
は

私
、
消
防
団
、
御
獅
子
組
に

続
き
、
天
響
太
鼓
に
も
所
属

し
て
い
ま
す
。
10
年
の
キ
ャ

●データでみる宇土市

人口・世帯数 犯罪認知件数交通事故発生件数 火災発生件数

（H29.1.31 現在）
人口��37,572 人 （−23人）
　　17,982 人 （−17人）
　　19,590 人 （−��６人）
　　14,861世帯（−34世帯）

（　）は前月比

（H29.1.1〜1.31）
発生件数 9 件（± 0 件）
死者数 0人（± 0 人）
負傷者数 12人（± 0 人）�

（　）は前年同月比
準備よし！あなたを守る 反射材

（H29.1.1 〜 1.31）

発生件数 4件（＋ 4件）

建物火災 2件（＋ 2件）

その他火災 2件（�＋ 2件）

（　）は前年同月比
消しましょう　その火その時　その場所で

リ
ア
は
あ
る
も
の
の
主
な
役

割
は
裏
方
！
人
前
で
叩
い
た

こ
と
は
数
回
の
み
で
す
…
。

最
近
は
、
メ
ン
バ
ー
の
勇
姿

を
写
真
係
と
し
て
記
録
す
る

役
割
も
増
え
ま
し
た
！
！
も

は
や
太
鼓
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し

て
の
自
分
は
ど
こ
か
遠
い
と

こ
ろ
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
…
。（
東
）

▽
下
網
田
町
　
　
　
田
中
　
　
堅
　
亡
父
　
重
人
（
九
七
）

▽
宇
城
市
松
橋
町
　
前
田
ア
サ
子
　
亡
四
男�

博
幸
（
六
五
）

▽
走
潟
町
　
　
　
　
下
田
　
和
子
　
亡
夫
　
昭
蔵
（
八
一
）

▽
川
崎
市
高
津
区
　
濱
田
　
隆
一
　
亡
父
　
髙
男
（
六
一
）

▽
岩
古
曽
町
　
　
　
木
村
　
広
行
　
亡
母
　
フ
ミ
（
八
○
）

▽
熊
本
市
中
央
区
　
北
本
　
直
也
　
亡
母
　
く
み
子
（
六
八
）

▽
築
籠
町
　
　
　
　
林
　
　
英
樹
　
亡
母
　
ミ
ツ
子
（
九
五
）

▽
城
塚
町
　
　
　
　
宮
本
　
　
勉
　
亡
妻
　
静
代
（
八
三
）

▽
城
塚
町
　
　
　
　
丸
山
多
惠
子
　
亡
夫
　
弘
之
（
八
五
）

▽
熊
本
市
中
央
区
　
那
須
　
賢
兒
　
亡
母
　
ア
イ
（
八
七
）

▽
走
潟
町
　
　
　
　
齊
藤
　
　
勇
　
亡
母
　
ヨ
シ
子
（
九
九
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
西
村
　
悦
子
　
亡
夫
　
誠
喜
（
八
三
）

▽
古
保
里
町
　
　
　
岩
田
　
延
彦
　
亡
母
　
ツ
ル
子
（
八
四
）

▽
境
目
町
　
　
　
　
北
園
　
　
弘
　
亡
妻
　
嘉
子
（
八
二
）

▽
岩
古
曽
町
　
　
　
野
村
ミ
チ
子
　
亡
夫
　
正
吉
（
九
一
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
山
本
　
恵
子
　
亡
夫
　
静
一
（
六
九
）

▽
花
園
町
　
　
　
　
中
山
　
勝
文
　
亡
母
　
ヨ
ツ
エ
（
九
四
）

▽
松
山
町
　
　
　
　
中
野
知
恵
子
　
亡
夫
　
哲
文(

九
三)

▽
網
引
町
　
　
　
　
村
田
　
睦
廣
　
亡
母
　
ス
マ
（
九
八
）

▽
戸
口
町
　
　
　
　
田
端
　
武
次
　
亡
父
　
武
夫
（
九
九
）

▽
下
網
田
町
　
　
　
氏
家
　
秀
一
　
亡
父
　
元
春
（
八
四
）

▽
高
柳
町
　
　
　
　
園
村
　
健
諭
　
亡
父
　
寅
喜
　（
一
○
二
）

▽
松
山
町
　
　
　
　
澤
田
　
啓
二
　
亡
母
　
フ
ジ
エ(

九
六)

▽
築
籠
町
　
　
　
　
村
田
　
保
夫
　
亡
母
　
チ
ヨ
子
（
九
六)

▽
松
山
町
　
　
　
　
山
本
　
道
子
　
亡
夫
　
隆
之
（
七
三
）

▽
長
浜
町
　
　
　
　
田
中
　
成
治
　
亡
弟
　
太
（
五
九
）

▽
鹿
児
島
市
谷
山
中
央
　
大
野
登
希
子
　
亡
父
　
中
村
克
己
（
八
四
）

　
社
協
へ
の
ご
寄
付
は
、
確
定
申
告
等
に
よ
っ
て
、

所
得
税
法(

第
78
条)

及
び
地
方
税
法(

第
37
条)

の

「
寄
付
金
控
除
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
2

月
10
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
）

（H29.1.1 〜 1.31）
認知総数　　　　 　2件（− 7）
強制わいせつ 0件（± 0）
空き巣 1件（− 3）
自動車盗 0件（± 0）
オートバイ盗 0件（− 2）
自転車盗 0件（− 1）
車上ねらい 1件（± 0）
万引き 0件（− 1）

　　　

知っていると得する？！選挙小話

投票箱と“めいすいくん”
宇土市議会	会期日程

　投票箱はアルミ製のものがほとんどでしたが，近年，再生
紙を丈夫に加工してできた投票箱も登場しています。
　宇土市では昨年夏の参議院選挙で使用しており，アルミ
製より軽くて持ち運びしやすいのが利点です。
　さて，この投票箱をモチーフとした，明るい選挙のイメー
ジキャラクター“めいすいくん”に見覚えがある人はどのく
らいいるでしょうか？
　選挙の啓発ポスターなどにちょくちょく登場しますので，
今度注意して見てくださいね！
　ちなみに，めいすいくんの頭の2本線は縞柄ではなく，投票
用紙の投入口です。また，投票箱には必ず鍵をかけることか
ら，お尻にはしっぽの代わりに投票箱の鍵がついています。

　市議会では市民の皆さんの生活に密着した問題が審議
されています。身近な市政を知るために，是非一度傍聴して
みませんか。
【平成29年	第1回定例会会期日程】
　3月6日（月）　開会
　　　7日（火）　地域高規格道路促進等対策特別委員会
　　　8日（水）〜10日（金）　代表質問及び質疑
　　　　　　　　　　       一般質問
　　13日（月）　総務市民常任委員会
　　14日（火）　経済建設常任委員会
　　15日（水）　文教厚生常任委員会
　　22日（水）　閉会
《知っていますか？市議会のしくみ》
パート1	市民と市議会
　宇土市を安心で住みやすいまちにするためには，全市民
で協議，決定し，実行することがもっとも望ましいことです。
しかし，全市民で協議を行うことは大変困難ですので，市民
から直接選挙で選出された議員により行われています。
　市議会は，市民と市政を結ぶ公式の場として，また，議員
は市民の代弁者として，市民の希望や地域社会の動きな
どを正しく捉え，これを市政に適切に反映させるために活
動しています。

 選挙管理委員会事務局 ☎（22）1111（内線236）

← めいすいくん

選挙は政治に参加す
る大切な機会です。
あなたの一票を無駄
にすることがないよ
うにしましょう。

 議会事務局 議事係 ☎(22)1111（内線234）

（　）は前年同月比
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市長室から

元樹だ
げんき より

　　　

　3月に入り春の気配も感じられるようになってきました
ね。皆さま，元気にお過ごしでしょうか。地域おこし協力
隊の田添です。
　お正月も終わり，1月14日には網田小学校で開催され
たどんどやに参加させていただきました。私の地元でもど
んどやは行われていましたが，田んぼの真ん中に一基だけ
組み立てる小規模の物で，小学校のグラウンドに数個並び，
また数百名の参加者がいてその規模にビックリ！網田の子
どもたちとそのご家族の参加者がとても多く，地域に根付
いた行事なんだなぁと感じました。
　また1月の後半には地域の初寄り合いにお招きいただき
ました。3月に計画している雛まつりイベント（これも地域
の方からアイデア頂いた物です）に関してご挨拶させてい
ただいたのですが，協力隊が地域のために頑張ってくれて
るなら快くこちらも協力するよ！という反応で，とても嬉し
かったです。
　2月からおこしき海岸の干潟と夕日が特にきれいに見え
るシーズンが始まるという事で，今月はおこしき海岸のＰ
Ｒ強化月間！という事で，おこしき海岸の干潟景勝地およ

び管理をされている河野さんの動画を撮影しております。
　作成した動画に関しては 3月にテレビにて放送予定と
なっております。放送日時が決定しましたら協力隊のフェイ
スブック等でお知らせしますので，お時間合った方はぜひ
ご覧になってください。
　さて早いもので3月になり，宇土市の地域おこし協力隊
として活動を始めて，1年が経とうとしています。今年度を
振り返ると地震，西部地区では豪雨による水害がまず思い
浮かびますが，その中でさまざまなイベント等を実施して
きて感じるのは，災害はあった，時には困ったと思う事も
ある，それでも地域にはエネルギーはあるぞ！という事です。
協力隊だけでやれる事は限られています。今年度開催した
どのイベントも地元の方の協力あってこそ実施できたと強く
思います。季節の変わり目は体調を崩しやすいと言われま
すが，皆さまご自愛ください。

地域おこし
協力隊

レポート もりや

まつやま

た
ぞ
え

宇土市地域おこし協力隊 検索

協力隊の日々の取り組みや思ったこと，イベントの告知な
どは Facebook，twitter でも行っています。

地
域
の
宝
を
後
世
へ

宇
土
の
雨
乞
い
大
太
鼓

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
嬉
し
い
報
告
が
あ
り

ま
す
。

　
宇
土
の
雨
乞
い
大
太
鼓
が
国

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

熊
本
県
内
で
国
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

は
な
く
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
雨
乞
い
に
ち
な
ん
だ
太

鼓
の
指
定
も
全
国
で
初
め
て
の
こ

と
で
す
。

　
本
市
の
雨
乞
い
大
太
鼓
は
江

戸
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
造

ら
れ
た
も
の
で
29
基
が
現
存
し
て

い
ま
す
。

　
実
際
に
、
戦
前
ま
で
は
こ
の
大

太
鼓
を
用
い
た
雨
乞
い
祭
り
な

ど
が
、
各
地
区
で
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
戦
後
、

そ
の
よ
う
な
行
事
は
行
わ
れ
な

く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
大
太
鼓

は
次
第
に
忘
れ
ら
れ
姿
を
消
し
て

い
っ
た
の
で
す
が
、
約
30
年
前
に

青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
大
太
鼓
保
存
の
機
運
が
高
ま

り
、
張
り
替
え
な
ど
が
な
さ
れ

現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
太
鼓
の
伝
統
文
化
を

継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
重
要

な
叩
き
手
と
し
て
、「
宇
土
天

響
太
鼓（
保
存
会
青
年
部
）」

や
大
太
鼓
芸
能
集
団「
紬
衣（
ゆ

い
）」、
宇
土
高
校
和
太
鼓
部
な

ど
多
く
の
若
者
が
、
国
内
外
で

活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
宝
で
あ

る
こ
の
大
太
鼓
を
単
に
保
存
す

る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
叩
き
、

活
用
し
て
さ
ら
に
後
世
へ
と
伝
え

る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
太
鼓
を

は
じ
め
本
市
の
魅
力
を
対
外
的

に
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
客
の
集
客
に
つ

な
が
る
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

桜
舞
う
季
節

　
桜
の
花
び
ら
が
ほ
こ
ろ
び
春
の

訪
れ
を
実
感
す
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　
本
市
の
桜
の
名
所
と
言
え
ば

約
2,
0
0
0
本
の
桜
が
咲
き

誇
る
立
岡
自
然
公
園
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
今
年
も
例
年
同

様
、
花
園
校
区
婦
人
会
を
は
じ

め
地
域
の
方
々
が
集
ま
り
、
清

掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
公
園
や
名
所
、ま
た
、

道
路
脇
の
花
壇
な
ど
、
そ
の
美

し
い
景
観
が
保
た
れ
て
い
る
の

は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
の
清
掃
な
ど
の
ご
協
力

が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
本
市
で
は「
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
元
気
な
宇
土
市
！
」を
基
本

理
念
に「
住
ん
で
み
た
い
・
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の

た
め
に
も
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
の
力
で
本
市
の
復
興
は

も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
魅
力
的
な

ま
ち
に
な
る
よ
う
今
後
と
も
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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ミルフィーユ味噌カツ
～ 薄切り肉を使い ， 間に大葉と味噌をはさみました ～

材料（４人分）

作 り 方
❶．キャベツときゅうり，人参は千切りにして和える。

レモンはくし形に切る。
❷．豚肉，A，大葉の順に 2 回重ね，最後に豚肉をのせる。
❸．全体に薄力粉をまぶし，溶き卵，パン粉の順につける。

フライパンに油をひいて，両面揚げ焼きにする。
❹．③を食べやすい大きさに切って皿に盛る。①と野菜

とパセリを添える。

食改
さんおすすめ No.67

豚薄切り肉…………12 枚
大葉…………………12 枚
溶き卵……………  1 個分
A 味噌……… 小さじ 4
　 みりん…… 小さじ 4
薄力粉………… 大さじ 3

今月の
料理担当

佐
さえき
伯　玲

れ の
乃ちゃん

（栗崎町）H26.3.3 生 3 歳
これからも皆を笑わせてね “♡ ” 元気に育ってね !!!

濱
はまだ
田　莉

り あ
愛ちゃん

（花園台町）H27.3.20 生 2 歳
すくすく元気に大きくなぁーれ♡

末
すえづる
鶴　唯

ゆ ら
桜ちゃん

（神合町）H28.3.30 生 1 歳
お兄ちゃん , お姉ちゃんこれからもいっぱい遊んでね♡

岩
いわむら
村　陽

ひ な
菜ちゃん

（境目町）H26.3.10 生 3 歳
歌を歌うのが大好きです !

中
なかお
尾　帆

ほのか
花ちゃん

（築籠町）H26.3.21 生 3 歳
羽那お姉ちゃん大好き☆ずっと仲良し♪

上
うえの
野　純

すみれ
怜ちゃん

（古保里町）H28.3.31 生 1 歳
じぃちゃん , ばぁちゃん宜しくね☆

下
しもだ
田　彩

あ や か
也香ちゃん

（走潟町）H28.3.12 生 1 歳
歩けるようになったよ ! ペンギン大好き♡

久
ひさとみ
冨　琴

ことは
春ちゃん

（門内町）H28.3.23 生 1 歳
毎日ニコニコ笑顔で元気いっぱい !

松
まつなが
永　大

やまと
和ちゃん

（松山町）H28.3.20 生 1 歳
いつも笑顔をありがとう♡すくすく育ってね !

宮
みやもと
本　真

ま お
緒ちゃん

（長浜町）H28.3.24 生 1 歳
双子のお兄ちゃんたちが大好きです。

ハッピーバースデーに写真を
掲載しませんか ？

3 歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　誕生月の前月10日
　　　　　※ 10日が休日の場合は前日
申込方法　写真に必要事項とコメントを添えて ,まちづくり推進課ま

で申し込んでください。申込はメールでも受け付けます。
メ	 ー 	ル　machi03@uto.kumamoto.jp

＜ 1 人あたり＞エネルギー 284kcal, たんぱく質 14.0g　塩分 0.9g

パン粉……… 1/2 カップ
油………………大さじ 2
キャベツ…………･200g
きゅうり…………1/2 本
人参………………1/4 本
レモン……………1/2 個
パセリ………………適宜

主菜
〒

869-0492　
宇

土
市

浦
田

町
51番

地
 ☎

0964（22）1111　
　

　
 FA

X
0964（22）2928　メ

ー
ル

 m
achi03@

uto.kum
am

oto.jp
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 http://w

w
w

.city.uto.kum
am

oto.jp/　
　

　
 Facebook https://w

w
w

.facebook.com
/utocity　

　
　

　
　

 発
行

・
編

集
/宇

土
市

・
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
広

報
 う

と
広
報
う
と
は
環
境
保
護
印
刷

「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


